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◆「ながちか健口体操」…舌や頬の筋肉を鍛え、だ液の分泌を促すことで、飲み込む力を高める体操です。
「ながちか健口体操」は行田ケーブルテレビ（平日午前8時15分から放送）や図書館のDVD（貸出）、市ホームページでご覧になれます。

だ液腺マッサージ
前まわし10回➡後ろ回し10回

お口の体操（あいうべ体操）
①～④を1セットとし1日30セットを目安に毎日続ける

親指であごの下にある舌下
腺をマッサージし、他の指で
耳の前にある耳下腺・顎下腺
をゆっくり円を描くように
マッサージしましょう。

①「あー」と口を大きく開く ②「いー」と口を大きく横に広げる ③「うー」と口を強く突き出す ④「べー」と舌を突き出し、下に伸ばす

ぶん ぴつ
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病
気
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
年
齢
と
と
も

に
筋
力
や
心
身
の
活
力
が
低
下
し
介
護
が
必

要
に
な
り
や
す
く
な
る
「
健
康
と
要
介
護

の
間
の
虚
弱
な
状
態
」
の
こ
と
を
「
フ
レ
イ

ル
」
と
い
い
ま
す
。

　
多
く
の
高
齢
者
は
フ
レ
イ
ル
を
経
て
要
介

護
状
態
に
至
る
と
さ
れ
、
現
在
日
本
で
は
65

歳
以
上
の
方
の
3
人
に
1
人
は
予
備
軍
を
含

め
た
フ
レ
イ
ル
状
態
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
元
気
に
住
み
慣
れ
た
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
は
、
フ
レ
イ
ル

の
予
防
と
改
善
が
大
切
で
す
。

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
は
、
口
腔
機

能
の
軽
微
な
低
下
や
食
の
偏
り
な
ど

を
含
み
、
身
体
の
衰
え
（
フ
レ
イ

ル
）
の
一
つ
で
す
。
こ
の
オ
ー
ラ
ル

フ
レ
イ
ル
の
始
ま
り
は
、
滑
舌
低

下
、
食
べ
こ
ぼ
し
、
わ
ず
か
な
む

せ
、
噛
め
な
い
食
品
が
増
え
る
、
口

の
乾
燥
な
ど
ほ
ん
の
さ
さ
い
な
症
状

で
あ
り
、
見
逃
し
や
す
く
、
気
が
付

き
に
く
い
特
徴
が
あ
る
た
め
注
意
が

必
要
で
す
。

　

歯
周
病
や
む
し
歯
な
ど
で
歯
を

失
っ
た
際
に
は
適
切
な
処
置
を
受
け

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
定
期
的
に
歯

や
口
の
健
康
状
態
を
か
か
り
つ
け
の

歯
科
医
師
に
診
て
も
ら
う
こ
と
が
と

て
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
地
域
で
開

催
さ
れ
る
介
護
予
防
事
業
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
口
腔
機
能
向
上
の
た
め
の

教
室
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
も
効
果
的
で
す
。

▼ 

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
者
福
祉
課
地

域
包
括
ケ
ア
担
当
（
内
線
２
７
８
）

　
歯
科
医
師
か
ら

 
 

ア
ド
バ
イ
ス

　
フ
レ
イ
ル
予
防
は

 

ま
ず 

お
口
か
ら

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
と
は
高
齢
者

が
足
腰
の
筋
力
低
下
だ
け
で
な
く
口

の
機
能
に
お
い
て
も
衰
え
が
現
れ
る

状
態
で
、
歯
・
口
の
機
能
虚
弱
を
い

い
ま
す
。

　
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
（
歯
・
口
の

機
能
虚
弱
）
は
フ
レ
イ
ル
（
全
身
の

虚
弱
）
の
入
り
口
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
よ
く
噛
ん
で
飲
み
込
む
機
能
が

低
下
す
る
こ
と
で
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
状
態
と
な
り
、
活
動
量
の
低
下
や

低
栄
養
・
筋
力
低
下
、
最
終
的
に
は

フ
レ
イ
ル
状
態
に
陥
る
と
と
も
に
、

誤
え
ん
性
肺
炎
に
な
る
危
険
性
も
高

く
な
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

を
行
う
際
は
、
テ
ー
ブ
ル
な
ど
に
手

を
添
え
て
転
ば
な
い
よ
う
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

社
会
参
加（
趣
味
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
・
就
労
・
地
域
活
動
）

外
出
し
て
多
く
の
人
と
ふ
れ
あ

い
、
話
を
す
る
こ
と
で
、
脳
へ
の
刺

激
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
趣

味
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
地
域
活
動
な

ど
に
参
加
し
て
、
い
き
い
き
と
し
た

毎
日
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

栄
養
（
食
・
口
腔
機
能
）

筋
肉
の
維
持
に
必
要
な
た
ん
ぱ
く

質
（
肉
・
魚
・
卵
・
大
豆
製
品
・
乳

製
品
な
ど
）
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り

ま
す
。
い
つ
ま
で
も
し
っ
か
り
噛か

め

る
よ
う
に
、
歯
や
口
の
手
入
れ
も
大

切
で
す
。

運
動
（
身
体
活
動
）

低
下
し
た
筋
力
を
取
り
戻
す
た

め
に
は
、
毎
日
続
け
ら
れ
る
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
の
運
動
や
、
毎
日
こ
ま

め
に
体
を
動
か
す
こ
と
が
効
果
的

で
す
。
ま
た
、
よ
り
大
き
い
筋
肉
で

あ
る
太
も
も
を
鍛
え
る
た
め
に
は
、

階
段
の
上
り
や
、
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど

が
有
効
で
す
。
な
お
、
ス
ク
ワ
ッ
ト

　
フ
レ
イ
ル
対
策
の

 
 

3
つ
の
柱

フ
レ
イ
ル
対
策
に
は
、「
栄
養

（
食
・
口こ
う

腔く
う

機
能
）」「
運
動
（
身
体

活
動
）」「
社
会
参
加
（
趣
味
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
就
労
・
地
域
活
動
）」

の
３
つ
の
柱
が
重
要
で
す
。
生
活
習

慣
を
見
直
し
、
改
善
す
る
こ
と
で
、

フ
レ
イ
ル
の
進
行
を
食
い
止
め
、
健

康
な
状
態
に
回
復
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

心
身
の
衰
え
を
感
じ
た
ら
、
決
し

て
放
置
す
る
こ
と
な
く
、
無
理
の
な

い
範
囲
で
で
き
る
こ
と
か
ら
改
善
に

取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る

た
め
に
は
、
歯
磨
き
を
て
い
ね
い
に

行
い
、
口
の
中
全
体
を
き
れ
い
に
す

る
「
口
の
お
手
入
れ
」
と
、
唇
や

頬
・
舌
な
ど
を
よ
く
動
か
し
て
、
噛

む
機
能
や
飲
み
込
む
機
能
を
保
つ

「
口
腔
の
体
操
」
が
効
果
的
で
す
。ま

た
、
定
期
的
に
歯
科
医
師
の
チ
ェ
ッ

ク
を
受
け
て
、
歯
や
口
の
状
態
に
異

常
が
な
い
か
を
確
認
す
る
こ
と
も
大

切
で
す
。

市
で
は
、
お
口
の
健
康
の
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
し
て

い
ま
す
。

●
は
つ
ら
つ
教
室

 

（
健け
ん

口こ
う

づ
く
り
を
始
め
よ
う
！
）

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
方
は
、
事
前
申
し
込
み
な
し
で
参

加
で
き
ま
す
。

▼
開
催
日
時
・
場
所

　

 

11
月
29
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時
30

分
・
星
宮
公
民
館

　

 

平
成
31
年
1
月
16
日
㈬
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
・
長
野
公
民
館

●
楽
ら
く
長
生
き
講
座

 

（
健
口
長
寿
を
目
指
そ
う
！
）

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以
上

の
方
で
構
成
さ
れ
る
団
体
に
対
し

て
、
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

健
　康

フ
レ
イ
ル

予
備
能
力

加　齢

要支援・
要介護状態

フレイルであることに早
めに気づいて適切な対策
をとれば、元の状態に戻
ることもできます。

「オーラルフレイル」における口腔機能の負の連鎖

口腔機能の低下

かめない

やわらかい
ものを食べるかむ機能の低下

【出典：埼玉県歯科医師会「健口長寿  転ばぬ先の歯と口の健康」】

お口の機能チェックリスト 回  答  欄

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

いいえ

問1． 左右の奥歯でしっかりと噛めない

問2． 歯が抜けたり、根だけになっているところがある

問3． 噛むと痛んだり、不快感がある

問4． むせやすい

問5． 口が乾きやすかったり、しゃべりづらい時がある

問6． 最近、体重が減っている

は い

は い

は い

は い

は い

は い

※解答欄の右側に○がついた項目は要注意です

左右の奥歯でしっかり噛めていないと、体のバラ
ンスが崩れ、転びやすくなる可能性があります。

歯が抜けたり、欠けたままにしていると、周囲の歯
と歯ぐきへの負担が大きくなります。

よく噛むことができないと、栄養不足や栄養の偏
りで筋力低下につながります。

噛んで飲み込む動きが低下している可能性があり
ます。

口の健康に重要なだ液が減ると、飲み込みにくく、
しゃべりづらくなります。

体重減少は、体力低下や身体の活力の減退につな
がります。

行田市歯科医師会会長
上杉歯科医院院長
上杉謙一郎さん

65歳からの介護予防の新常識!

いつまでも けんこう（健幸・健口）生活
「フレイル」を予防して

あ い う べ～
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　昨年10月、「和装文化の足元を支え続ける足袋蔵のまち
行田」が県内初の日本遺産として認定されたことを受け、市
役所若手職員による日本遺産をテーマとしたまちづくりを
目指した政策研究の発表が行われました。その一つとして、
「行田市フォトジェニック（※）化事業」が提案されました。
　そこで、市民の皆さんに日本遺産をはじめとした市の魅力
を再発見してもらうため、県立進修館高等学校写真部の皆
さんに市内のフォトジェニックなものを撮っていただいたの
で、その一部をここで紹介します。

※フォトジェニック…写真写りが良いことや写真向きであること。

　
今
回
、
生
徒
た
ち
に
は
、
構
図

や
立
ち
位
置
な
ど
を
意
識
し
て
撮

影
す
る
よ
う
指
導
し
ま
し
た
。
普

段
見
慣
れ
た
場
所
で
も
、
時
間
帯

や
天
候
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
表

情
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
写
真
を

撮
る
こ
と
は
、
日
常
の
中
に
非
日

常
を
感
じ
、
新
た
な
発
見
を
す
る

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
生
徒
た

ち
の
撮
っ
た
写
真
が
、
そ
の
よ

う
な
き
っ
か
け
を
作
れ
た
ら
よ

い
と
思
い
ま
す
。
行
田
に
は
ま

だ
ま
だ
魅
力
的
な
ス
ポ
ッ
ト
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
も
カ

メ
ラ
を
片
手
に
市
内
を
歩
い
て
み

て
く
だ
さ
い
。

　
こ
れ
か
ら
も
生
徒
た
ち
と
と
も

に
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
、
行
政
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
協

力
し
、
行
田
市
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
で
す
。

県立進修館高等学校教諭
写真部顧問
島田  穣さん

行田市の魅力を再発見
～進修館高等学校写真部が集めたフォトジェニックなもの～

日常の中にある
「いいね！」

日本遺産
構成資産

＃奥貫蔵（あんど） 青野知佳さん（1年）
「外見は昭和の初めごろに建設したといわれる足袋蔵
です。現在は、蕎

そ

麦
ば

屋として活用されています。と
ても落ち着いた雰囲気です」

＃埼玉古墳群 嶋崎莉里さん（3年）
「さきたま古墳公園内には、埴

は に わ

輪づくりを体験できる場所が
あります」

＃水城公園 吉田光佑さん（1年）
「市の中心部にありながら、緑豊かな静かで落ちつける場所
です」

＃酒巻導水路 佐野令奈さん（3年）
「進修館高等学校の近くの導水路です。春には桜が咲くなど、
季節を感じられる場所です」

＃酒巻導水路 坪井賢太郎さん（1年）
「穏やかな流れと道端の花で、散歩に最適の場所です」

＃斎条 飯田岳玖さん（1年）
「行田は空が広いです」

＃久伊豆神社 栗原海斗さん（2年）
「クイズ番組に出る人がお参りに来るとか来ないとか…」

＃高橋家の芭蕉句碑 森田聖音さん（3年）
「歴史的な遺産の周りには綺

き

麗
れい

な花が咲くものです」

＃忍城跡 岡村佳幸さん（3年）
「結構どっしりしています」

＃孝子蔵 鈴木颯太さん（3年）
「伝統ある蔵の雰囲気が漂ってい
て、城下町の折れ曲がった道と一
度に味わえる場所です」

▶問い合わせ　広報広聴課広報担当（内線322）

その他の写真は、
市ホームページで
ご覧になれます。

県立進修館高等学校写真部の皆さん

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
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友好都市締結20周年を記念して、白河市で「観光物産展」
歓迎レセプション・記念セレモニーが開催されました

　文政6年（1823年）の白河・桑名・忍の三
藩による三方領知替えを縁に、平成10年11月
9日、福島県白河市・三重県桑名市と友好都市
提携を結んでから今年で20年目を迎えました。
　この歴史的な節目を記念して、9月29日・
30日の2日間、3市の市長と市議会議長、物産
関係者の出席のもと、「観光物産展」歓迎レセプ
ションおよび記念セレモニーが盛大に開催され
ました。セレモニーでは、主催者である鈴木白
河市長を皮切りに、工藤市長、また桑名市の代
表者がそれぞれ各市民の皆さんに向けて、友好
関係のさらなる発展を宣言しました。
　友好都市締結以来、行政間での連携はもとよ
り、文化や教育、スポーツなどのあらゆる分野
で市民間の幅広い交流が行われてきました。市
では今日まで築き上げてきた友好の絆をより一
層強固なものとするため、今後とも白河市・桑

名市と協力しながら、さらなる交流事業を推進していきます。
（関連記事は31ページ）
▶問い合わせ　秘書課（内線317）

3市の代表者らが友好の絆を確かめ合いました

日本遺産/足袋蔵コーディネーター養成講座
第5回・第6回を開講します

　行田市日本遺産推進協議会では、本市の日本遺産ストーリーやその構成資産である足袋蔵などのPRにご協
力いただけるボランティアの方、構成資産の足袋蔵の公開・活用をアシストしてくださるボランティアの方
を広く募集しています。この「日本遺産/足袋蔵コーディネーター養成講座」の受講後、来年度以降に具体
的な活動を行っていただく予定です。なお、講座1回だけの受講もできます。

▶日時・場所・内容

▶対　　象　18歳以上の方
▶参 加 費　無料(昼食代・交通費などは各自負担)
▶主　　催　行田市日本遺産推進協議会
▶そ の 他　 第7回以後は、平成31年1月18日㈮、2月1日㈮・15日㈮に開講予定。
▶申し込み・ 問い合わせ　電話または住所・氏名・性別・年齢を明記の上、FAXもしくはEメールで文化財

保護課☎553―3581【FAX】556―0770【Eメール】bunka@city.gyoda.lg.jp

回 日　　時 場　　所 内　　容

5 11月23日㈮
午後1時30分～4時30分

足袋蔵まちづくり
ミュージアム(行
田5―15)

朽木宏さん(NPO法人ぎょうだ足袋
蔵ネットワーク代表理事)他による
講義「足袋蔵を調べる（足袋蔵の見
方・調べ方）」、建物の実測実習、
建物の傷みの見方の実習

6 12月7日㈮
午前10時～午後4時30分

ものつくり大学建
設棟B1060教室
(前谷333)

三原斉さん(ものつくり大学教授)他
による講義「足袋蔵を改修し、再活
用する」、土蔵のかべ塗りの実習

鹿
山
高
彦
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鹿山 高彦 氏

　市では、市民の皆さんの「声」を市政に反映させ
るため、市政全般についての意見交換を行う「市政
懇談会」を開催します。
　次の地区で懇談会を開催しますので、ぜひご参加
ください。
▶開催日時・場所　
　【持田】 11月22日㈭午後6時30分～ 8時・持田

公民館
　【星河】 12月6日㈭午後1時30分～ 3時・星河公

民館
▶ その他　申し込みは不要です。直接会場にお越し
ください。
▶ 問い合わせ　広報広聴課広報広聴担当（内線318）

ご参加ください「市政懇談会」

　市制施行70周年および体育協会創立70周年を
記念して、大相撲 行田場所を開催します。
　そこで、市民限定チケットの先行販売を行いま
す。
大相撲 行田場所
▶日時　平成31年4月19日㈮
▶場所　行田グリーンアリーナ
市民限定チケットの先行販売
▶ 日時　11月17日㈯・18日㈰午前10時～午後4
時
▶場所　行田グリーンアリーナ
▶対象　市内在住・在勤の方
▶ その他　詳しくは、ホームページ
　(https://sumo-jungyo.love/Gyoda2019/)
　をご覧ください。
▶ 問い合わせ　大相撲行田場所実行委員会事務局
石橋☎577―7084（平日の午後1時～ 4時）

　9月6日に発生した北海道胆振東部地震により被災
された方々を支援するため、義援金を受け付けてい
ます。義援金箱は次の場所に設置しており、寄せら
れた義援金は日本赤十字社埼玉県支部を通じて被災
地へお送りします。皆さんのご協力をお願いします。
▶設置場所・受付日時　

▶受付期間　平成31年3月31日㈰まで
▶ 問い合わせ　日本赤十字社埼玉県支部行田市地区
(行田市社会福祉協議会内)☎557―5400

　本市の日本遺産認定を記念して、10月1日から
ボトルウォーター「古代蓮の雫」のラベルを一新し
ました。ラベルには、日本遺産「足袋蔵のまち行田」
とロゴマーク、市指定文化財「旧忍町信用組合店舗」、
「忍城御三階櫓」があしらわれています。
▶ 販売箇所　水道庁舎、古代蓮の里売店、観光情報
館「ぶらっと♪ぎょうだ」、自動販売機（市役所
1階ロビー、行田グリーンアリーナ1階ロビーな
ど）※自動販売機については、順次、販売となり
ます。
▶販売価格　100円
▶販売本数　15,000本
▶問い合わせ　水道課業務担当☎553―0131

市制施行70周年・体育協会創立70周年記念
大相撲 行田場所市民限定チケットの

先行販売を行います

北海道胆振東部地震災害の
義援金を受け付けています

ボトルウォーター「古代蓮の雫」
のラベルが新しくなりました

設置場所 受付日時

市役所案内カウンター
および福祉課

月～金曜日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分

総合福祉会館
「やすらぎの里」

毎日(祝日を除く)
午前8時30分～午後5時15分

ラベルを一新した「古代蓮の雫」
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ごみ処理広域化を推進しています
　市では、既存のごみ処理施設が老朽化していることから、
市の将来を見据え、国の方針や県の計画に基づき、行田市、
鴻巣市および北本市によるごみ処理広域化により、2023
年度(平成35年度)の稼働を目標に資源循環型社会に対応
できうるごみ処理施設を整備し、環境負荷、建設費および
運営・維持管理費の負担軽減を図ることを目的に事業を推
進しています。

建設予定地
　組合では、平成26年度に各市から選出された方々など
で構成する「新施設建設等検討委員会」の審議を経て、鴻巣
市の郷地・安養寺地区を建設予定地としました。

整備する施設の建設費(概算)および施設の運営・維持管
理(20年間)
　組合では、「施設整備基本計画(平成29年2月)」で、国
の循環型社会形成推進交付金を活用し、熱回収施設(可燃
ごみ処理施設)、不燃・粗大ごみ処理施設、プラスチック
資源化施設、ストックヤードおよび余熱利用施設を整備す
ることとしています。
　組合で整備する施設の建設費(概算)の合計は約248億
円で、本市の負担額は約77億円(人口割約31パーセント)
としています。また、施設の運営・維持管理(20年間)は、
合計で約170億円としています。
　なお、実際の予定価格や受注金額は今後の社会情勢や施
設の詳細な仕様などにより変わります。

広域化の効果
　広域化の効果は、組合の「広域処理に向けた基礎調査(広
域化方針)報告書(平成28年2月)」で、熱回収施設(可燃
ごみ処理施設)の建設費、運営・維持管理費(20年間)お
よび環境負荷について、広域化(組合で整備した場合)と3
市ごとに整備した場合を比較し、すべての項目において広
域化した場合の方が優れた結果となっています。
　熱回収施設(可燃ごみ処理施設)の建設費では、広域化
(組合で整備した場合)の市負担金額は約62億円で、市単
独で整備した場合の約82億円と比較すると約20億円(24
パーセント)の負担が軽減されるとしています。

事業方式の検討
　組合の「PFI等導入可能性調査報告書(平成29年2月)」
では、ごみ処理施設の整備・運営について、公設公営方式、
公設民営方式、民設民営方式を比較したところ、公設民営
方式のDBO方式（※）を採用することが経済的に最も優位
であるとしています。
※ 「DBO方式」とは、公共の所有のもとでこれから新たに
整備する施設において、その整備と長期包括責任委託に
よる運営を一括発注・契約する方法です。

施設整備スケジュール
　組合では、昨年度から「余熱利用施設整備に関する検討」
および「新ごみ処理施設整備及び運営事業に係る事業者選
定アドバイザリー業務」を実施し、今年度は施設進入道路
に係る設計業務を行うなど、2023年度中(平成35年度中)
の稼働を目指して、鋭意準備を進めています。施設整備に
係るスケジュールの概要は、次のとおりです。

行田市まちづくり出前講座
　まちづくり出前講座のメニューに「みんなで考えるごみ
問題の現在と未来」がありますので、希望される団体は環
境課へ申し込みください。ごみ処理広域化についても説明
します。
▶ 問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530または
鴻巣行田北本環境資源組合計画建設課☎501―6708

行田市

鴻巣市

北本市

建設予定地

熱回収施設(可燃ごみ処理施設)建設費の比較
整備主体 施設規模 建設費(概算) 比較
広域化

(組合で整備) 約249 t/日 約200億円
(行田市負担金額：約62億円)

広域化(組合で整
備)した場合約
20億円(約24％ )
の負担軽減行田市単独で整備 約85 t/日 約82億円

新たに整備する
施設 施設規模 建設費

(概算)
20年間の運営・
維持管理費（概算）

熱回収施設
（可燃ごみ処理施設） 約249t ／日 約200億円 約127億円

不燃・粗大ごみ
処理施設 約25t ／日 約25億円 約16億円

プラスチック資
源化施設 約17t ／日 約19億円 約21億円

ストックヤード 約1,000㎡ 約4億円 約6億円

合計 ― 約248億円 約170億円

余熱利用施設 施設整備内容などは、組合の新施設建設等検討委員
会で検討

「今」からみんなで考えよう! 公共施設の将来
～【第4回】地域別住民意見交換会について～

　現在策定を進めている「公共施設マネジメント計画」に市民の皆さんの意見を取り入れるため、7月
から10月にかけて「公共施設マネジメント計画(案)に関する住民意見交換会」を各地域で開催しました。
全14カ所で開催した住民意見交換会には、延べ158人の市民の皆さんに参加していただき、本市の公共
施設が抱える課題や今後の取り組みをお伝えするとともに、さまざまなご意見・ご要望を伺うことがで
きました。今回は、開催概要や主な意見などを紹介します。
住民意見交換会の開催状況
地区名 開催日 場　　所

忍・行田 7月31日㈫ 忍・行田公民館

佐間 8月7日㈫ 佐間公民館

埼玉 8月9日㈭ 埼玉公民館

持田 8月21日㈫ 持田公民館

星河 8月22日㈬ 星河公民館

長野 9月11日㈫ 長野公民館

北河原 9月12日㈬ 北河原公民館

地区名 開催日 場　　所

須加 9月18日㈫ 須加公民館

荒木 9月20日㈭ 荒木公民館

星宮 9月26日㈬ 星宮公民館

下忍 9月27日㈭ 下忍公民館

太井 10月2日㈫ 太井公民館

南河原 10月3日㈬ 南河原公民館

太田 10月4日㈭ 太田公民館

主な意見・要望
〇 忍・行田公民館は、水城公園の近くにある関係上、観光案内機能も担っている。観光案内を充実させるなど、地域
の実情に合わせた機能の検討が必要と考える。
〇市民に身近な施設よりも機能が重複している大規模施設の見直しを進めてほしい。
〇公共施設の建て替えの際には、PFI(※)などの民間資金を活用するべきではないか。
〇公共施設の再編には、大胆な考え方も必要なのではないか。
〇施設再編により不便となる人もいるので、移動手段の確保もセットで検討するべきである。
〇 小学校は、地域コミュニティーにとって大切である。統廃合に反対はしていないが、地域コミュニティーを壊すよ
うな施設の統廃合はやめてほしい。
〇老人福祉センター大堰永寿荘を、幅広い世代が利用できる施設とするべきである。
〇 これまでをしっかりと検証し、今後の公共施設建設に当たっては、ランニングコストや更新費用などを試算し、長
期的な視点をもって判断するべきである。
〇地域の特性や人口規模などの地域差を考慮し、計画の検討を進めてほしい。
〇スモールタウン構想に基づき、今後のまちづくりを検討をする必要がある。
〇施設除却後の跡地活用は、地域にも影響することなので併せて示してほしい。
〇災害時の避難場所としての機能面を考え、施設のあり方を検討してほしい。
〇小・中学校の統廃合のビジョンを早めに示してほしい。
〇  施設をできるだけ長く使用することも大切だが、ランニングコストなどの
　負担を考え、除却すべきものは除却していくべきである。
※PFI…公共施設などの整備に民間資金とノウハウを活用し、公共サービスを民間主導で行うこと

　市では、市ホームページや改革推進室で、引き続き、意見の募集を行っていますので、お気軽にご意見などをお寄
せください。

▶問い合わせ　改革推進室ファシリティマネジメント担当(内線327) 

今後、いただいたご意見などを参考に公共施設マネジメント計画をまとめていくとともに、12月頃には、再度市民
の皆さんのご意見を伺うためのパブリックコメントの実施を予定していますので、ご協力をお願いします。

項目 2018年度
(H30年度)

2019年度
(H31年度)

2020年度
(H32年度)

2021年度
(H33年度)

2022年度
(H34年度)

2023年度
(H35年度)

環境影響評価業務

事業者選定アドバイザリー業務

用地取得

施設設計・建設工事

施設稼働
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秋の火災予防運動ぎょうだ男女共同参画フォーラム2018
「笑顔がもたらす私らしい働き方と生活」
～落語で伝えるワーク・ライフ・バランス～

防災行政無線の情報伝達訓練を
実施します

住宅用火災警報器設置に関する
アンケートにご協力を

人権尊重社会をめざす県民運動強調週間
人権啓発イベント「ヒューマンスクウェア」

フラワーアレンジメント講座
「お正月花アレンジメント」

交通災害共済見舞金の請求を
お忘れなく

忍城のパープルライトアップ

人権問題講演会

コミュニケーション力向上セミナー

　11月9日㈮から15日㈭まで、全国一斉秋の火災
予防運動期間です。この運動は、火災が発生しやす
い時季を迎えるに当たり、火災予防思想の一層の普
及を図り、火災の発生を防止し、財産の損失を防ぐ
ことを目的に実施します。

3つの習慣
・寝たばこは、絶対やめる。
・ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使
用する。
・ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を
消す。

4つの対策
・ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置
する。
・ 寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐため
に、防炎品を使用する。
・ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器な
どを設置する。
・ お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所
の協力体制をつくる。
▶ 問い合わせ　消防本部予防課予防担当☎550―
2121

　若手女流の落語家の春風亭鹿の子さん（落語芸術協
会所属）が、江戸落語の伝統的な男性社会での厳しい
前座修行の経験や、主婦の目線も織り交ぜながら「笑
顔がもたらす私らしい働き方と生活」をテーマにワー
ク・ライフ・バランスについて講演を行います。
　また、行田アンサンブル協会と米

まいこ
娘舞

まいこ
娘によるミ

ニコンサートも開催します。
▶ 日時　12月16日㈰午後1時開演（午後0時30分
開場）

▶場所　商工センターホール
▶定員　400人
▶参加費　無料※要入場整理券
▶ その他　手話通訳を行います。また、入場整理券
は11月14日㈬からVIVAぎょうだ、地域づくり
支援課、南河原支所、北河原・須加・荒木・埼玉・
太田・太井公民館で配布します。

▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―9301

　自然災害や武力攻撃などの発生時に備えて、防災
行政無線を利用した全国瞬時警報システム(Jアラー
ト)の全国一斉情報伝達訓練を次のとおり実施します
のでご留意ください。
▶試験日時　11月21日㈬午前11時ごろ
▶ 放送内容　上りチャイム音→「これはJアラートの
テストです(3回繰り返し)。こちらは防災行田で
す」→下りチャイム音
　※ Jアラートとは、国が把握した時間的に余裕が

ない緊急情報を市町村の防災行政無線などを利
用して瞬時に伝達するシステムです。

▶問い合わせ　防災安全課防災担当(内線282) 

　消防本部では、住宅用火災警報器の設置率向上を
図るために、アンケート調査を実施します。消防職
員が、任意抽出した世帯を訪問する場合があります
ので、ご協力をお願いします。訪問時には必ず身分
証明書を提示しますので、ご確認ください。
　なお、消防署が特定の業者に依頼して住宅用火災
警報器を直接販売することや、部屋に入っての確認
や点検を行うことは一切ありません。悪質な訪問販
売なども報告されていますので、ご注意ください。
▶ 問い合わせ　消防本部予防課予防担当☎550―
2121

▶日時　12月1日㈯午前10時～午後8時
▶ 場所　エルミこうのすセントラルコート（鴻巣市本
町1―1―2）

▶内容　
　① 友近890（ともちかやっくん）さんによる人権
トーク&コンサート

　② 人権啓発ポスターの展示
　③子ども向け工作コーナー
　④人権啓発DVDの上映
　⑤コバトン、ひなちゃんとのふれあい
▶入場料　無料
▶問い合わせ　県人権推進課☎048―830―2258

▶日時　12月27日㈭午前10時～正午
▶場所　VIVAぎょうだ学習室
▶ 講師　橋本富江さん（行田市男女共同参画推進セン
ター登録団体講師）
▶対象　市内在住・在勤・在学の方
▶定員　30人（先着順）
▶費用　2,000円（花代・器代）
▶持ち物　木バサミ、メジャー
▶ その他 　ひととき保育（2歳以上の未就学児の保
育・無料）は11月30日㈮までに申し込みください。
▶ 申し込み・問い合わせ　11月20日㈫～ 12月14
日㈮に直接または電話でVIVAぎょうだ☎556―
9301※月曜日休館

　市では、交通災害共済加入者が交通事故に遭った
場合に、入院・通院日数などに応じて見舞金を給付
しています。
　事故の翌日から2年以内（後遺障害は3年以内）で
あれば、見舞金の請求ができます。1日のみの通院
の方や自転車で転んでけがをした方なども、まずは
防災安全課にご相談ください。
▶ 見舞金の種類　死亡見舞金、後遺障害見舞金、医
療見舞金
交通災害共済に加入しましょう
　市では年間を通して加入を受け付けています。
▶費用　一人年額500円（10月以降の加入250円）
▶受付場所　同課
▶問い合わせ　同課交通担当（内線284）

　毎年11月12日～ 25日の2週間は、「女性に対す
る暴力をなくす運動」期間です。期間中、女性に対す
る暴力根絶運動のシンボルであるパープルリボンに
ちなみ、忍城を紫色にライトアップします。
　皆さんでライトアップを楽しみながら、この機会
にドメスティック・バイオレンスについて考えてみ
ましょう。なお、「女性に対する暴力をなくす運動」
の詳細は、内閣府男女共同参画局ホームページをご
覧ください。
▶ 日時　11月12日㈪～25日㈰午後5時～10時（予
定）
▶問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―9301

▶日時　11月17日㈯午前10時～ 11時30分　
▶場所　地域交流センターホール
▶ 内容　又野亜希子さん（元幼稚園教諭、元保育士）
による講演「命の輝き～車イスから見える世界って
けっこう素敵～」、DVD視聴「命は未来をひらく～
事故から10年、車いすママが伝えたいこと～」
▶定員　50人（先着順）　
▶対象　市内在住の方　
▶参加費　無料
▶問い合わせ　同センター☎559―1399

▶日時　12月20日㈭午後1時～ 4時
▶場所　VIVAぎょうだ学習室
▶ 内容　コミュニケーションとは何かを知り、印象
の重要性や傾聴力のポイントを学ぶ。ディスカッ
ションやロールプレイングを通じ、すぐに使える
スキルを身につける。
▶対象　市内在住・在勤・在学の方
▶定員　30人（先着順）
▶参加費　無料
▶持ち物 　筆記用具
▶ その他 　ひととき保育（2歳以上の未就学児の保
育・無料）は11月22日㈭までに申し込みくださ
い。
▶ 申し込み・問い合わせ　VIVAぎょうだ☎556―
9301

友近890さん

防火標語（平成30年度全国統一防火標語）

忘れてない？　サイフにスマホに火の確認

住宅防火いのちを守る7つのポイント
3つの習慣・4つの対策
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　行田市国民健康保険に加入中の方々を対象に、
特定健康診査（特定健診）がお済みでない方に対し
て勧奨の電話を行います。特定健診をより多くの
方に受診していただくために、現在受診されてい
ない方に対しての電話勧奨を11月から行います。
▶電話勧奨委託業者　株式会社ニチイ学館
▶電話番号　0120―216―461
▶注意　
　・ 電話の際、金銭の振り込みなどを依頼すること
はありません。受診済みの方、または行田市国
民健康保険の被保険者でなくなった方につい
て行き違いが生じた場合は、ご容赦ください。

　・ 特定健康診査と市の補助を受ける人間ドック（併
診ドック）の両方を受診することはできません。

　職場健診を受診した方へ
　 　国民健康保険加入中の方で、受診結果を提供
していただいた方に、粗品を差し上げます。た
だし、市の特定健康診査と同じ検査項目を含ん
でいるものに限ります。期間内に受診した職場
健診の結果、国民健康保険証、受診券を同課へ
お持ちください。
▶ 問い合わせ　保険年金課国保担当（内線271・
272）

　平成31年度の「行田市デマンドタクシー」指
定乗降場所の更新に伴い、新たに指定乗降場所
の登録を希望する店舗・事業所などを募集しま
す。なお、指定乗降場所に登録されるのは、平
成31年4月1日からです。
▶ 募集分類　A医療機関、B鍼灸・接骨・整骨
院、C福祉施設（高齢者）、D福祉施設（障害者）、
E商業施設・店舗など、F金融機関、Lその他
▶ 登録条件　市内に店舗・事業所などが所在し
ていること
▶ 申し込み　地域づくり支援課で配布している
「指定乗降場所登録申請書」（市ホームページ
からダウンロード可）に必要事項を記入の上、
12月28日㈮までに直接同課へ提出してくだ
さい。ただし、申し込みできるのは、店舗・
事業所などの代表者（責任者）に限ります。
▶問い合わせ　同課くらし安心担当（内線252）

　市では、国民健康保険事業の運営に関する重要事項を審議
するため、行田市国民健康保険運営協議会を設置しています。
　このたび、現委員の任期が満了となることから、被保険者（加
入者）の意見を反映させることを目的として、被保険者を代表
する委員を次のとおり募集します。
▶ 応募資格　行田市国民健康保険被保険者の資格を有し、属
する世帯の国民健康保険税に滞納がない満20歳以上の方
で、平日昼間の会議（年4回程度）に出席できる方。

　ただし、次に該当する方は応募できません。
　　⑴既に本市の他の審議会などの委員になっている方
　　⑵市職員および市議会議員
▶募集人数　1人
▶任期　平成31年1月1日から3年間
▶ 応募方法　住所、氏名、年齢、性別、職業、電話番号、応
募理由および市の国民健康保険に対する考え（800字程度）
を記入した書類（様式自由）を持参または郵送により提出し
てください。

▶ 申し込み　〒361―8601 行田市本丸2―5 行田市役所保
険年金課内「国保運営協議会の委員募集」係

▶締め切り　11月21日㈬必着
▶ 選考方法　書類審査により行い、結果は全員に通知します。
なお、応募書類は返却しません。

▶問い合わせ　同課国保担当（内線273）

▶日時　11月10日㈯午後2時45分～ 5時　
▶ 場所　熊谷文化創造館さくらめいと月のホール（熊谷市
拾六間111―1）
▶ 内容　天野直二さん（岡谷市民病院院長）による講演「老
いの精神医学―脳とこころ―」
▶定員　200人（先着順）
▶入場料　無料　
▶ 主催　公益財団法人西熊谷病院（埼玉県認知症疾患医療
センター）
▶後援　行田市　
▶問い合わせ　同病院☎599―0930

▶ 日時　11月28日～ 12月19日の毎週水曜日(全4回)午
前9時30分～ 11時30分　
▶場所　総合福祉会館「やすらぎの里」第2研修室　
▶ 対象　市内在住でおおむね65歳以上の方（年度内65歳
可）※夏コース参加者を除く　
▶定員　35人（申し込み多数の場合は抽選）　
▶参加費　無料　
▶持ち物　筆記用具、飲み物　
▶ 申し込み・問い合わせ　11月14日㈬午後5時までに電
話または直接行田市社会福祉協議会☎557―5400

特定健診未受診者の方へ
電話での受診案内を実施します

行田市デマンドタクシー事業の
指定乗降場所を募集します

第5回認知症フォーラム
「老いの精神医学―脳とこころ―」

高齢者カラオケ教室（秋コース）

行田市国民健康保険運営協議会の
委員を募集します
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須永 イチ さん

小林 義雄 さん横山 清子 さん

チャレンジ・ザ・ジム！体力づくりで介護予防
～フィットネスクラブ提携事業～ 

　年齢を重ねるごとに体力や身体機能は少しずつ低下していきます。元気な状態を長く維持するために
は、体を動かし、自分に合った運動習慣をもつことが大切です。
　「チャレンジ・ザ・ジム！」では、高齢者でも自分らしく運動習慣を身に付けることができます。フィッ
トネスクラブへ通う自信やきっかけがなかった方も、この機会にチャレンジしてみませんか。

▶実施期間　平成31年1月4日㈮～ 3月31日㈰
▶内　　容　一覧の中からフィットネスクラブを選択し、期間中に12回通い、運動メニューなどを実施します。
▶対　　象　
　・市内在住の65歳以上の方
　・医師から運動制限を受けていない方
　・介護保険料の滞納のない方
　・当該事業に一度も参加したことがない方
▶定　　員　50人(先着順)
▶自己負担額　3,600円(1回300円×12回分)
▶申し込み・問い合わせ　11月19日㈪から直接高齢者福祉課地域包括ケア担当(内線278)

クラブ名 所在地 設備 特徴

スポーツフィールド行田 緑町8―8 ジム、プール、スタジオ
サウナやジャグジー、無料のコーヒーが
飲めるラウンジを完備しています。
目的に合わせたジムプログラムもあります。

コナミスポーツクラブ行田 持田1―4―56 ジム、プール、スタジオ
施設内がワンフロアのため高低差がなく、
スタジオ・プール共に初めての方でも参加
しやすいプログラムを設定しています。
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みんな幸せ・共生社会
県民のつどい

特別障害者手当・障害児福祉手当
を支給します

新入学児童生徒学用品費を入学前
に支給します

障がい者無料法律相談

平成31年度学童保育室入室の
二次申請を受け付けます

平成31年度保育所などの入所の
二次申請を受け付けます

行田市浮き城のまち・子育てジョイ・ハッピー事業の
協賛店舗を募集します

　障がいや障がい者への理解を深め、お互いを尊重し
あう共生の心を育む地域づくりを目的として「みんな
幸せ・共生社会　県民のつどい」を開催します。
▶ 日時　11月18日㈰午前10時15分～午後3時40
分
▶ 場所　「みらい」文化ホール、中央公民館第1学習
室など
▶ 内容　手話講座、小中高等学校・特別支援学校ステー
ジ発表、障がい者絵画展、作品展、特別支援教育機
器展、障がい者施設物品販売など
▶入場料　無料
▶ 主催　埼玉県、埼玉県教育委員会、行田市、行田市
教育委員会、埼玉県障害者協議会、埼玉県特別支援
教育推進協議会
▶その他　記念式典出席者に記念品を差し上げます。
▶ 問い合わせ　県障害者福祉推進課☎048―830―
3294【FAX】048―830―4789

特別障害者手当
▶支給額　月額26,940円
▶ 対象　20歳以上で、身体または精神の重度の障害に
より、日常生活において常時特別な介護が必要な方
　※ 施設に入所中の方や3カ月以上継続して入院して

いる方は受けられません。
障害児福祉手当
▶支給額　月額14,650円
▶ 対象　20歳未満で、障害や疾病などにより、日常
生活において常時介護が必要な状態の方。
　※ 施設に入所中の方や障害を支給事由とする年金を

受給している方は受けられません。

▶その他　
　・ 申請を受け付けた月の翌月分から支給の対象にな

ります。なお、原則として専用の診断書により、「常
時（特別な）介護が必要な状態」に該当するかどう
かの審査がありますので、申請しても手当の対象
外になる場合があります。

　・いずれの手当にも所得制限があります。
▶ 問い合わせ　福祉課障害福祉担当（内線258・265）

　平成31年4月に市内小・中学校に入学されるお子さ
んがいる家庭で、経済的にお困りの保護者の方に就学援
助の新入学児童生徒学用品費を入学前の2月に支給しま
す。
▶対象　
　・平成31年1月1日現在で市内に居住している方
　・ 児童扶養手当を受給している世帯または平成29年

中の所得が「準要保護」の基準に該当する世帯
▶申請期限　
　【2月支給分】12月28日㈮まで(必着)
　【5月支給分】平成31年3月29日㈮まで(必着)
▶ 申請方法　「平成30年度行田市就学援助費支給申請
書」に必要書類を添えて教育総務課へ持参してくださ
い。※中学校入学予定の小学6年生のうち、すでに就
学援助の支給を受けている方は申請不要です。
▶問い合わせ　同課財務施設担当☎556―8311

　埼玉県弁護士会では、障がい者週間に合わせ、障がい
者を対象とした法律相談を実施します。弁護士が電話ま
たはFAXで障がい者本人の他、ご家族や支援者からの
相談もお受けします。
▶日時　12月3日㈪午前10時～午後4時
▶電話番号　048―866―2290
▶FAX　048―866―2223
▶費用　無料
▶ 問い合わせ　同会法律相談センター☎048―710―
5666

▶入室時期　平成31年4月
▶ 対象　保護者の就労などにより、昼間常時留守とな
る家庭の小学生
▶ 申請書類の配布および受付期間　11月19日㈪～
平成31年2月12日㈫
▶配布および受付場所　子ども未来課
▶その他　
　・ 二次申請分の入室調整は一次申請分の入室調整後

となるため、状況によっては希望の学童保育室へ
入室ができない場合があります。

　・ 入室決定は申し込み順ではありません。お子さん
の学年や保護者の勤務状況などを審査し入室の必
要性が高い方から決定します。

▶問い合わせ　同課子ども未来担当（内線262）

▶その他　
　・ 3,000円相当分のお祝いセットの用意が難しい場

合は、1,000円または2,000円相当分のセット
でも可能です。

　・ 協賛店舗は、市ホームページやパンフレットなど
に掲載します。事業所のPRになる他、子育て家
庭に優しい店としてイメージアップが期待できま
す。

▶問い合わせ　同課給付担当（内線292）

▶入所時期　平成31年4月
▶ 対象　保護者の就労などにより、保育所などでの保
育の必要のある乳幼児

　※ 利用に当たっては、市から保育の必要性の認定を
受ける必要があります。

▶ 申請書類の配布および受付期間　11月19日㈪～平
成31年2月12日㈫

▶配布および受付場所　子ども未来課
▶その他　
　・ 二次申請分の入所選考は一次申請分の入所選考後

となるため、状況によっては、希望の保育所など
へ入所できない場合があります。

　・ 市外の保育所などを利用する場合は、同課へ問い
合わせください。

▶問い合わせ　同課保育担当（内線263）

　行田市浮き城のまち・子育てジョイ・ハッピー事業
は、第3子以降のお子さんの誕生を祝して、18,000
円分の「行田市子育てハッピー券」を保護者に贈呈す
るもので、本事業に協賛いただいている店舗が用意し
たお祝いセットを引き換えるものです。本事業に協賛
していただける店舗を募集しますので、ぜひご応募く
ださい。
▶ 事業内容　
　 協賛店舗に3,000円相当分のお祝いセットをご用意
いただき、行田市子育てハッピー券と引き換えに提
供します。（お祝いセット例：ケーキと焼き菓子の
セット、オードブルのセット、スキンケアセットな
ど）

▶ 応募方法　
　 子ども未来課で配布している登録申込書（市ホーム
ページからダウンロード可）に必要事項を記入の上、
お祝いセットの写真と一緒に同課へ申し込みくださ
い。



2018.11 市報 ぎょうだ 1617

～ 11月は児童虐待防止推進月間です～
　虐待によって子供たちが傷付く悲しい事件がたびたび起きています。子どもへの虐待は、子育ての中で「いつでも」
「どんな家庭にも」起こり得る問題であり、虐待から子どもを守るには、早期発見、早期対応が大切です。

児童虐待とは
　子どもの心や体を傷付け、健やかな成長、発達を損なう次のような行為です。

身体的虐待
殴る、蹴る、叩く、投げ落とす、激しく揺さぶ
る、やけどを負わせる、溺れさせるなどの行
為、また、不自然な傷やあざが児童にあるな
どの行為。

性的虐待
子どもへの性的行為、性的行為を見せる、ポ
ルノグラフティの被写体にするなどの行為。

養育怠慢（ネグレクト）

子どもを家に閉じこめる、食事を与えない、
風呂に入れない、自動車の中に放置する、重
い病気になっても病院に連れて行かない、
保護者以外の同居人による虐待を放置する
などの行為。

心理的虐待
言葉による脅し、無視、きょうだい間の差別
的扱い、子どもの目の前で家族に対して暴
力をふるう (DV)、心理的に影響を与えるな
どの行為。

人事行政の運営状況を公表します
　平成29年4月1日から平成30年3月31日までの人事行政の運営状況(給与公表に係る部分を除く)の概要を公表します。
なお、詳細は、市ホームページおよび市政情報コーナーでご覧ください。

職員の任免および職員数に関する状況１
（１）平成29年度における職員の採用状況　

一　般
事務職

14人

土　木
技術職

1人

電　気
技術職

1人

消防職

3人 3人

教育職
（指導主事）

20人

市費負担
教職員

46人

計

6人 2人 6人 24人 38人

その他
（死亡、免職、任期付、復帰など）勧奨退職定年退職 普通退職 計

職員の分限および懲戒処分の状況4

職員の福祉および利益の保護の状況8

不利益処分に関する不服申立ての状況10

（１）分限処分の状況
　　　区　　　分
勤務成績が良くない場合
心身の故障の場合
職に必要な適格性を欠く場合
職制などの改廃などにより過員を生じた場合
刑事事件に関し起訴された場合
条例で定める事由による場合

降任
0人
0人
0人
0人
0人
0人

免職
0人
0人
0人
0人
0人
0人

休職
0人
4人
0人
0人
0人
0人

降給
0人
0人
0人
0人
0人
0人

　　　区　　　分
法令に違反した場合
職務上の義務に違反しまたは職務を怠った場合
全体の奉仕者たるにふさわしくない非行のあった場合

戒告
0人
0人
0人

減給
0人
0人
0人

停職
0人
0人
0人

免職
0人
0人
0人

職員の服務の状況 　5

職員の研修の状況7

（２）懲戒処分の状況　

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況3
（１）勤務時間の概要（標準的なもの）

１週間の勤務時間

38時間45分

開始時刻

午前8時30分

終了時刻

午後5時15分

休憩時間

正午～午後1時

（２）年次有給休暇の取得状況（一般職員）

平均取得日数

平成28年

7.3日

平成29年

7.8日

対前年増減

０.5日

（注）期間は各年１月１日から１２月３１日までの１年間です。

営利企業等従事の許可状況　

（３）病気休暇、介護休暇および組合休暇の取得状況

病気休暇

37人

介護休暇

0人

組合休暇

0人

（４）育児休業などの取得状況　
休業の種類

休業者の内訳

取得者合計
 うち女性

 男性

16人 7人

16人 7人

8人

8人

1人

1人
0人 0人 0人 0人

育児休業 部分休業

うち新規 うち新規
0人

0人

0人

0人
0人 0人

育児短時間勤務

うち新規

（２）平成29年度における職員の退職の状況　

（５）時間外勤務の状況　

職員1人当たりの月平均（時間外勤務時間数） 6.0時間

研修の状況　

　     研修区分

一般研修（市単独）

一般研修（四市共同）
（行田･加須･羽生･鴻巣）

特別研修

自己啓発促進

派遣研修

研修内容･派遣先など（かっこ内は修了者数）

（１）健康診断の状況 （２）公務災害の発生状況
区　分

定期健康診断

胃がん検診

大腸がん検診

受診者

４73人

104人

448人

受診率

89.4％

19.7％

84.7％

区　分

公務災害

通勤災害

人数

4人

0人

▶問い合わせ　人事課人事給与担当（内線208）

・新規採用職員研修
・一 般 職 員 研 修

・初級職員研修
・法制執務研修
・Ｏ Ｊ T 研 修

・考 課 者 研 修
・障害者差別解消法研修
・キャリアアップ 研 修
・ハラスメント防止研修
・「日本遺産」に関する職員研修会

・通信教育講座

・自 治 大 学 校
・友好都市職員交流研修
・階 層 別 研 修
・人づくりセミナー
・政策研究成果発表会

（ 63人）
（ 29人）

（ 12人）
（ 3人）
（ 13人）

（ 16人）
（169人）
（ 52人）
（ 80人）
（329人）

（ 　7人）

（  2人）
（  2人）
（109人）
（ 6人）
（ 3人）

・管理監督職研修

・民法・行政法研修
・監 督 者 研 修
　

・人事考課制度研修
・人権問題研修会
・メンタルヘルス研修
・ワークライフバランス研修
　 　

　

・市町村アカデミー
・選 択 研 修
・特 別 研 修
・国土交通大学校
・その他各種研修会

（ 20人）

（ 　4人）
（  6人）
　

（ 82人）
（125人）
（114人）
（ 68人）
　

　

（  7人）
（ 81人）
（  7人）
（ 1人）
（ 16人）

※上記以外の休業制度はありません。

職員の人事評価の状況2
人事評価の状況

評価期間 4月1日から12月31日(能力考課)
4月1日から翌年3月31日(実績考課)

被考課者

考課者

評価区分

活用方法

任期付短時間勤務職員・臨時･非常勤職員を除く全職員

被考課者ごとに考課者を定める

実績および能力考課について評価する

職員の処遇、人材育成など

職員の退職管理の状況6

平成29年度定年退職者(課長級以上)の再就職の状況

職位 退職者数 再就職者数
再任用 その他（外郭団体など）

再就職先

部長級
次長級
課長級

計

1人
0人
1人
2人

1人
0人
1人
2人

1人
0人
1人
2人

0人
0人
0人
0人

勤務条件に関する措置の要求の状況9

前年度からの
継続件数

平成29年度
要求件数 完結件数 翌年度

継続件数

0件 0件 0件 0件

 該当なし

学芸員

1人

保育士

3人

営利企業などの従事の内容

営利を目的とする私企業を営むことを目的とする
会社その他の団体の役員などの地位を兼ねる場合

自ら営利を目的とする私企業を営む場合

報酬を得て事業または事務に従事する場合

許可件数

0

0

2

摘要

 

 

市史編さん委員会専門委員
大学非常勤講師

▶ 日時　12月1日㈯午前10時30分～正
午
▶場所　児童センター遊戯室
▶ 内容　自然の材料を使った簡単でかわ
いいリースの制作
▶定員　15人（先着順）
▶費用　500円（材料費）
▶ その他　未就学児が参加する場合は保
護者同伴
▶ 申し込み　11月10日㈯～ 22日㈭に直
接または電話で直接同センター　
▶問い合わせ　同センター☎554―5706

クリスマスリースを作りましょう

　こども食堂や学習支援、プレーパークなど、地域のボランティアによる「子
どもの居場所づくり」に取り組む団体とそのような団体を支援するNPOや
企業が一堂に会するイベントを開催します。
　こども食堂や学習教室などを利用したい方、運営に関心がある方、ボラ
ンティアをしてみたい方など多くの皆さんのお越しをお待ちしています。
▶日時　11月26日㈪午後0時30分～ 5時
▶ 場所　ソニックシティビル地下1階 第1展示場（さいたま市大宮区桜木
町1―7―5）
▶入場料　無料
▶ その他　一部のイベントは事前予約優先。詳細は、県ホームページをご
覧ください。
▶問い合わせ　県少子政策課子育て環境整備担当☎048―830―3322

こども食堂フォーラム
～広げよう！こどもの居場所～

みんなで防ぐ児童虐待
　子育てをめぐる家庭環境などの変化により、親が孤
立して子育てに自信をなくしたり、不安や悩みなどから
虐待へと発展したりするケースが増えています。子育て
の不安に苦しむ親に対して、専門機関や近隣の人たち
が協力し合いながら援助の手を差し伸べることが大切
です。
一人で悩まず相談を
　相談者の秘密は守られますので、次のような場合は
迷わずご相談ください。
・自分の子育てに悩みや不安がある
・ 虐待に気付いた、また虐待を疑われるような子ども
を発見した

児童相談所全国共通ダイヤル 189(イチハヤク)
※ 児童相談所に通告・相談ができる全国共通の短縮の
電話番号
・熊谷児童相談所☎521―4152
子育てにお悩みの方
・ 子育て総合支援窓口(子ども未来課内)☎556―
2011
・家庭児童相談室(内線268)
・保健センター☎553―0053
子育て経験者による家庭訪問型子育て支援サービスを
利用したい方
・こそだて応援専用ダイヤル☎070―2796―8856
▶問い合わせ　子ども未来課給付担当(内線292)
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※県内で人口1万人当たりの職員数が最も少ない市は51.0人、最も多い市は113.3人
　となっており、行田市は最少市から数え26番目に位置しています。

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）
区　　分

平成29年
職　員　数

336人

平成30年

339人

対前年
増減数

　　3人

178人 181人 　　　3人

514人 520人 　　　6人

39人 42人　　　　　3人

553人

一般行政部門

特別行政部門（教育・消防）

普通会計の計

公営企業等会計部門
（水道・下水道・その他）

合　計 562人 　　9人

特別職の報酬などの状況（平成30年４月１日現在）10

12

人口1万人当たりの職員数（平成30年４月１日現在）１１

区　　　分

市　　　長

給料月額など

933,000円　
副　市　長 780,000円　
教　育　長 702,000円　

給

　料

　 （算定方法）
市　　　長 給料月額×在職月数×40/100
副　市　長 給料月額×在職月数×30/100
教　育　長 給料月額×在職月数×30/100

（支給時期）
任期ごと
任期ごと
任期ごと

退
職
手
当

議　　　長 482,000円　
副　議　長　 429,000円　
議　　　員 407,000円　

報

　酬

市　　　長
（29年度支給割合）

副　市　長
4.2月分
4.2月分
4.2月分 　教　育　長

議　　　長
（29年度支給割合）

副　議　長　
4.0月分　
4.0月分
4.0月分　議　　　員

期
末
手
当

行田市 68.5人 67.3人県内市平均

部　　門

　問い合わせ　人事課人事給与担当（内線２０8）

類 似 団 体 41.8歳 314,916円 350,795円

人件費の状況（普通会計決算）１

※人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

※経験年数とは、採用後の年数をいうものです。なお、高校卒は該当する職員がいません。
　　

※（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

区　 分

平成
29年度

人件費率
Ｂ/Ａ

16.4％

住民基本台帳人口
（平成29年度末）

81,751人 26,012,552

歳出額
Ａ

千円

  1,209,957

実質収支

千円

4,273,764

人件費
Ｂ

千円

職員給与費の状況２

※職員数および給与費は一般会計当初予算に計上された額であり、水道事業、下水道事業、
　国民健康保険事業などの特別会計にかかるものは含みません。職員手当には退職手当を
　含みません。なお、（　）は再任用短時間勤務職員に係る数値の外書きです。

※市の給与条例に基づく行政職給料表の級区分による職員数であり、労務職員を
　含みません。
　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職名です。

※ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を100とした場合の地方公務員の
　給与水準を示す指数です。
　類似団体平均とは、人口規模、産業構造が類似している団体のラスパイレス指数
　を単純平均したものです。　　
※参考値とは、国家公務員の時限的な（2年間）給与改定特例法による措置がない
　とした場合の値です。

市職員の給与などを公表します
　市職員の給与・職員数について、常に適正化を図っています。このたび、平均給料月額などを表にまとめました
のでお知らせします。

区　分

平成
30年度

職員数
Ａ

１人当たりの
給与費Ｂ/Ａ

(18人) 
523人

給　 料 職員手当 期末・勤勉手当 計　Ｂ

給　　　与　　　費

2,000,276
千円

463,059
千円

844,645
千円

3,307,980
千円

6,325
千円

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成29年４月１日現在）

4

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

39.8歳

42.9歳

43.6歳

平均給料月額

311,294円

326,439円

330,531円

平均給与月額

362,724円

380,087円

410,719円

① 一般行政職

職員の初任給の状況（平成30年４月１日現在）5

行政職の級別職員数の状況（平成30年４月１日現在）7

ラスパイレス指数の状況（各年４月１日現在）３

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

行田市

185,800円

151,500円

埼玉県

185,800円

151,500円

国

179,200円

147,100円

職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況（平成30年４月１日現在）6

区　　　分

大学卒

高校卒

一　般

行政職

経験年数10年

278,475円

ー

経験年数15年

309,475円

ー

経験年数20年

355,000円

ー

期末手当・勤勉手当８

行田市

（29年度支給割合）
期末手当

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
• 役職加算　5～20％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級などによる
加算措置　
• 役職加算　　  5～20％
• 管理職加算　10～25％

2.60 月分
（1.45 月分）

勤勉手当
1.80 月分

（0.85 月分）

（29年度支給割合）
期末手当
2.60 月分

（1.45 月分）

勤勉手当
1.80 月分

（0.85 月分）

国

退職手当（平成30年４月１日現在）９

行田市

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
19.6695月分

28.0395月分

勧奨・定年
24.586875月分

33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

その他の加算措置　
定年前早期退職特例措置

（2～20%加算）

（支給率）
勤続20年

勤続25年

自己都合
19.6695月分

28.0395月分

勧奨・定年
24.586875月分

33.27075月分
勤続35年 39.7575月分 47.709月分
最高限度額 47.709月分 47.709月分

国

類 似 団 体 51.1歳 309,081円 326,053円

区　　　分

行　田　市

埼　玉　県

　　国

平均年齢

56.0歳

55.3歳

50.6歳

平均給料月額

352,700円

350,983円

286,833円

平均給与月額

387,356円

397,058円

328,360円

② 技能労務職

区　分

標準的な
職務内容

職員数

構成比

1級

主事
技師

61人

11.4％

2級

主事
技師

129人

24.0％

3級

主任

113人

21.0％

4級

主査

79人

14.7％

5級

主幹

78人

14.5％

6級

課長
副参事

幹

54人

10.1％

7級

次長

10人

1.9％

8級

部長
参事

13人

2.4％

計

537人

100.0％
100.0

90.0
行田市 類似団体平均 全国市平均

110.0

その他の加算措置　
定年前早期退職特例措置

（3～45%加算）

※国の定年前早期退職特例措置において、定年前１年以内の者については
　2％の加算となります。

（H24）
※参考値
98.8

（H24）
106.9

（H29）
98.5

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、消防職、企業職、
　技能労務職、教育職のいずれの職種にも属さないすべての職員をいいます。
※平均給与月額は平均給料月額に扶養手当、地域手当、住居手当、管理職手当の
　毎月決まって支給される各手当の総支給額を各職種区分の職員数で割った額を
　加えたものであり、国家公務員と同じベースで再計算したものです。

105.0

95.0

（H24）
※参考値
98.8

（H24）
106.9

（H29）
99.1

（H24）
※参考値
97.9

（H24）
105.9

（H29）
98.5

～事業を営んでいる方へ～
償却資産の申告が必要です

　平成31年1月1日現在、市内に事業用資産を所有している方または貸し付けている方は、
税務署への申告とは別に市に対しても償却資産の申告をする必要があります。また、事務所
や店舗を借りて事業をしている方（テナント）は、自分の費用で施工した内装、造作、建築設
備などを償却資産として申告してください。
　資産に増減がない方、廃業、解散、他市町村への転出、支店の閉鎖などにより資産が無くなっ
た方も、必ず申告をお願いします。
　受付期間の後半は窓口が混雑しますので、早めに申告するようご協力をお願いします。

▶申告が必要な方　
　 法人や個人で、工場、商店、飲食店、美容室、
事務所、農業などを経営している方、アパート
や駐車場などを貸し付けている方

▶申告の対象になるもの
　 事業のために用いることができる構築物、機械、
器具・備品などで、耐用年数が1年以上で1品
あたりの取得価額が原則10万円以上のもの

　【償却資産の申告対象になるものの例】
　 アスファルト舗装、照明設備、看板、机・応接セッ
ト、レジスター、陳列ケース、厨房設備、乾燥機、
受変電設備、動力運搬機、太陽光発電設備、先
端設備等導入計画の認定を受けているものなど
（詳しくは市ホームページを参照してください）
　※ 自動車税・軽自動車税の対象になるものや、

家屋として固定資産税の対象になるものは、
償却資産の対象になりませんので、ご注意く
ださい。

▶申告書受付期間
　平成31年1月4日㈮～ 31日㈭

▶その他
　 平成30年度分の申告をしている方には、12月
上旬に償却資産申告書を送りますので、同封の
手引きを参考に申告してください。なお、新規
に事業を開始した方は、税務課までご連絡いた
だくか、市ホームページから申告書をダウン
ロードして申告してください。

▶申告先・問い合わせ　
　同課資産税担当（内線233）　同課資産税担当（内線233）
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　市では、現在、「固定資産評価補助員証」を携
帯した職員が、2人1組で市内の土地の利用状
況について現況調査を行っています。ご理解と
ご協力をお願いします。
　なお、土地の利用状況が変わった場合は、税
務課までご連絡ください。その後、職員が現況
調査を行います。

【変更例】　　
　・ 農地から駐車場や資材置き場などに変えた

とき
　・土地に太陽光発電設備を設置したとき
　・建物を壊して更地にしたとき
▶問い合わせ　同課資産税担当（内線233）

　青色決算書などの作成方法や作成に当たっての注意
点などについて、次のとおり説明会を開催します。

営業・不動産・農業所得を有する白色申告者
▶日　　時　12月12日㈬午前10時～正午
▶場　　所　中央公民館第1学習室

営業所得および不動産所得を有する青色申告者
▶日　　時　12月12日㈬午後2時～ 4時
▶場　　所　中央公民館第1学習室
▶注　　意　・ 各決算説明会では、消費税軽減税率制

度説明会も併せて開催します。
　　　　　　・ 加須市や羽生市でも決算説明会を開催

しています。詳しくは、行田税務署ま
で問い合わせください。

▶問い合わせ　 行田税務署個人課税第一部門☎556―
2121(自動音声案内で2番を選択)

平成30年分青色決算説明会などの
お知らせ

固定資産税に関する
土地現況調査を行っています

▶問い合わせ　同課資産税担当（内線233）

▶雇用期間　 平成31年1月15日㈫～ 3月
31日㈰

▶勤務時間　 午前8時30分～午後5時（休
憩1時間、月～金曜日の週5
日勤務）

▶勤務場所　税務課
▶業務内容　 市・県民税（住民税）課税事

務の補助（書類整理や簡単な
パソコン操作など）

▶募集人数　5人
▶時　　給　900円
▶選考方法　面接の上、選考します。
▶面 接 日　12月14日㈮
▶申し込み　 市販の履歴書（写真貼付）に必

要事項を記入の上、12月7
日㈮までに税務課に持参して
ください。

▶問い合わせ　 同課市民税担当（内線231・
232）

税務課臨時職員を募集します
埼玉県と行田市からのお知らせ 

 

 税金の滞納は、期限内に納税している方との公平を欠くものです。 

 埼玉県・市町村では、集中的に滞納者への催告や財産の差押えなどを行います。 

   特別な事情があって納税できない場合は、ご相談ください。 

埼玉県・市町村 
個人住民税税収確保対策協議会 

「彩の国」さいたま 

埼玉県 

埼玉県のマスコット さいたまっち 

滞納整理強化期間 
平成30年10月～平成30年12月 

行田市 

埼玉県のマスコット コバトン 

～公平な税負担を確保するために～

滞納整理強化期間実施中
　市では、皆さんに納めていただいた税金により、快適で住み良いまちづくりを行っています。
税金は、皆さんの生活に欠かすことのできない行政サービスを推進するための大切な財源です。
　税金は納期限内に納めていただくことが原則です。納期限内に納付しないで滞納になると、
「うっかり」の悪意のない納め忘れの場合でも、法律に基づき差押えという滞納処分を受けるこ
とがあります。

督促状発送後、１０日を経過した日までに完納しないときは、
「滞納者の財産を差し押さえなければならない」と法律で
  規定されています。

平成29年度差押えなどの実績

納税相談はお早めに
　病気や失業などのやむを得ない事情により
納付が困難な方は、早期にご相談ください。
　市役所の通常業務時間内に来庁できない方
のために、次のとおり納税相談窓口を開設し
ていますので、ご利用ください。

滞納処分の流れ
◎督促状・催告書の発送

◎財産調査

◎差押え

◎取り立て・公売

口座振替をご利用ください
　市税は口座振替で納付できます。
　安心・確実・便利な口座振替をぜひご利用ください。
市内金融機関または市役所で申し込みできます。
※ 収納課での申し込み手続きは、キャッシュカードで
もできます。

コンビニで納付できます
　市税はコンビニエンスストアで納付できます。休日・
夜間、時間を問わずに納付できますので、ぜひご利用
ください。
　なお、納期限を過ぎた納付書など、取り扱いができ
ない場合があります。ご注意ください。

電話での納付確認を実施中
　市税の未納がある方に「行田市納税コールセンター」
から、電話で納付の確認と納付の呼び掛けを行ってい
ます。

▶問い合わせ　収納課収納担当（内線236・237）

差押財産 件数

不動産 １件

自動車 ２件

預貯金 １１０件

給与・年金 ５９件

生命保険 ２８件

その他 ２件

合計 ２０２件

休日・夜間窓口　
●休日　 毎週日曜日の午前8時30分～

正午
　　　　※年末年始を除く

●夜間　 毎週火曜日の午後5時15分～
7時

　　　　※祝日および年末年始を除く

●場所　収納課

納期限までに納付がない場合に発送

納期限までに納付がない場合には、勤務先、金
融機関、生命保険会社、取引先、日本年金機構
などに財産調査を実施

差押えた財産を強制的に取り立てや公売をして
金銭に換え、滞納している税金に充当

財産の差押え
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▶日　　時　 11月29日㈭正午～午後4時（午前
11時から受け付け）

▶場　　所　 大宮ソニックシティ地下展示場（さ
いたま市大宮区桜木町1―7―5）

▶内　　容　企業担当者との面接
▶対　　象　 平成31年3月大卒等卒業予定者お

よび44歳以下の既卒者
▶持 ち 物　ハローワークカード（お持ちの方）
　　　　　　※履歴書不要
▶そ の 他　 事前申し込み不要。参加企業は

140社を予定（10月中旬に埼玉労
働局ホームページ「イベント情報」
欄に掲載）。

▶問い合わせ　ハローワーク行田☎556―3151

夢ある埼玉就活プロジェクト
合同企業面接会

　労働保険は労災保険と雇用保険の総称で、政府が
管理運営している強制加入の保険制度です。労働者
が業務上負傷した場合や失業した場合などに必要な
保険給付を行っています。
　事業主は、原則として、労働者を一人でも雇用し
ていれば加入手続きを行い、労働保険料を納めなけ
ればなりません。まだ加入されていない事業主の方
は、速やかに加入手続きを行うようお願いします。
　なお、手続き指導および加入勧奨によっても自主
的な加入手続きを行わない事業主に対しては、強制
的な加入を含めた対策を実施しています。

▶問い合わせ　 行田労働基準監督署☎556―4195、
行田公共職業安定所☎556―3151、
埼玉労働局労働保険徴収課☎048―
600―6203

11月は労働保険適用促進
強化月間です

県民の日「水循環センター探検ツアー
  (下水道施設見学会)」を開催します

▶日　　時　11月17日㈯
　　　　　　【午前の部】午前10時～正午
　　　　　　【午後の部】午後1時～ 3時
▶見学場所

▶内　　容　 下水道施設を開放し、探検ツアーを行います。見学しながらスタンプを集め、クイズに答える
と景品を差し上げます。さらに、抽選ですてきな賞品をプレゼントします。

▶参 加 費　無料
▶主　　催　公益財団法人埼玉県下水道公社
▶そ の 他　小学生以下は保護者が同伴してください。なお、事前申し込みは必要ありません。
▶問い合わせ　上記の各施設

　施設名 所在地 電話番号

荒川水循環センター(埼玉県下水道公社 
荒川左岸南部支社) 戸田市笹目5―37―14 048―421―5861

元荒川水循環センター(埼玉県下水道公社 
荒川左岸北部支社) 桶川市大字小針領家939 048―728―2011

新河岸川水循環センター(埼玉県下水道公
社 荒川右岸支社) 和光市新倉6―1―1 048―466―2400

中川水循環センター(埼玉県下水道公社 
中川支社) 三郷市番匠免3―2―2 048―952―3351

古利根川水循環センター(埼玉県下水道公
社 古利根川支社) 久喜市吉羽772―1 0480―22―3819

  (下水道施設見学会)」を開催します  (下水道施設見学会)」を開催します

第1回行田農業まつり
▶日　　時　12月1日㈯午前9時30分～午後3時　
▶場　　所　JAほくさい行田中央支店広場（富士見町1―8―1）　
▶内　　容　 市内農産物・加工品および年末食品の展示・即売、抽選会
　　　　　　※抽選券は場内で買い物をした方に配布　
▶主　　催　行田市農業祭実行委員会、JAほくさい行田中央支店　
▶そ の 他　行田市農産物品評会を同時開催　
▶問い合わせ　 同実行委員会事務局（農政課内・内線386）または同支店
　　　　　　☎556―1171

第1回行田農業まつり第1回行田農業まつり

　 市内農産物・加工品および年末食品の展示・即売、抽選会

行田酉の市
▶日　　時　12月6日㈭午後3時～ 9時（交通規制は午後3時～ 9時30分）
▶場　　所　愛宕神社（行田24―15）周辺
▶主　　催　愛宕神社氏子総代会
▶そ の 他　会場および会場周辺での無人飛行物体（ドローンなど）の使用を禁止します。
▶問い合わせ　行田市観光協会（商工観光課内・内線382）

車両通行禁止区域（歩行者天国）

路線バス・市内循環バスのみ通行可

規制時間帯バス迂回路

迂回路（看板あり）
う   か い

〈交通規制〉
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午後3時～9時
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談相種各 （11月15日～12月14日）

相　　談 場　　所 期　　　　日 時　　　間 問い合わせ

法律(予約制） 産業文化会館
2階会議室

11月27日㈫ ※ 予約はその月の１日
から(土・日曜日、祝
日の場合は翌日）

午前9時20分～正午
地域づくり支援課
（内線252）

12月13日㈭ 午後1時40分～ 4時20分
行政機関に対する
意見・要望

産業文化会館
2階会議室 11月19日㈪ 午後1時30分～ 3時30分

消費生活
多重債務 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時30分～午後3時

30分
消費生活センター
（内線495）

結婚 VIVAぎょうだ 12月2日㈰　 午前10時～正午
NPO法人行田結婚
支援センター☎090
―2416―9692

不動産 市役所 11月21日㈬　 午前9時～正午
公益社団法人埼玉県宅
地建物取引業協会北埼
支部☎562―5900

相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事

産業文化会館
2階会議室 12月12日㈬※予約制 午後1時～ 5時

（受け付けは午後4時まで）
埼玉県行政書士会
埼北支部☎554－
2702

夫婦関係・DVなど
（予約制） VIVAぎょうだ

毎週木・土曜日　
※ 土曜日は市内在住の方を対象に電話相
談も受け付けます。

午後1時～４時
(電話相談は午後1時～ 2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 毎週月～金曜日(祝日を除く） 午前9時～午後5時 商工観光課
（内線383）

人権 VIVAぎょうだ 12月12日㈬ 午前10時～午後3時 人権推進課
（内線221）

税務(予約制）
関東信越税理
士会行田支部
（市役所前）

毎週水曜日(祝日を除く)※予約受け付け
は毎週月・水・金曜日(祝日を除く)の午前
10時30分～午後3時30分

午後1時～ 4時
関東信越税理士会
行田支部
☎554―1411

夜間の
納税相談 市役所 毎週火曜日(祝日を除く） 午後5時15分～ 7時 収納課

（内線236・237）
水道料金の
夜間納付 水道庁舎（前谷） 11月20日㈫、12月4日㈫ 午後5時15分～ 7時 水道課

☎553―0131

・測定箇所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル
10月21日㈰  午前9時 0.06マイクロシーベルト(晴れ)　午後3時 0.06マイクロシーベルト(晴れ）
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登
録
期
間
は
3
カ
月
で
す
。

　
な
お
、
円
滑
な
仲
介
事
務
を
進
め
る
た
め
、
不
用
品
登
録
の

際
に
写
真
の
提
供
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
写
真
を
提
供
し
て

い
た
だ
け
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

さしあげます

ゆずってください

▷洋服ダンス（上下分割可）　▷三面鏡　▷チャイルドシー
ト　▷テーブル（長方形）　▷梅酒の瓶（大・中・小）　▷シ
ルバーカー（小さいもの）

▷大人用自転車　▷台車（キャスター付）　▷リクライニ
ングチェア　▷卓上用ロックミシン　▷芝刈り機（電動）　
▷座椅子　▷テーブル（折りたたみ式）　▷冷蔵庫　▷ソ
ファ（一人掛け）　▷回転椅子（デスク用）　▷ジュニアシー
ト　▷ベビーカー　▷電気ストーブ

不
用
品
情
報（
無
料
）

　古代蓮を題材にして行われた「蓮まつり俳句・写
真コンテスト」の入賞作品が決定しました。作品（俳
句は最優秀賞・特選、写真は特選・入選・佳作）は
古代蓮会館内で展示しています。
　なお、俳句の優秀作品集を同館および商工観光課
で配布しています。

▶展示期間　 11月11日㈰まで※月曜日および祝日
の翌日は休館

▶入 賞 者　（順不同・敬称略）
　俳句
　最優秀賞　春田枕流
　特　　選　 遠藤錬太郎、銭屋照代、髙澤よね子、

高田みつ子、田島良生、宮田淑尚、山
本末彦

　写真
　特　　選　須藤康男
　入　　選　 太田有紀、尾崎ゆり、坂本一郎、霜村

俊広、鈴木弘、寺島淳、西田健介、平
澤英二、山田信夫、吉井あゆみ

▶そ の 他　 古代蓮会館の入館には入館料（大人
400円、小・中学生200円）が必要です。
開館時間は午前9時～午後4時30分
（入館は午後4時まで）です。

▶問い合わせ　 行田市観光協会（商工観光課内・内線
389）

蓮まつり
俳句・写真コンテストの入賞
作品が決定しました

　エコライフDAYとは、省エネ・省資源など環境に配慮した
一日を送り、簡単なチェックシートで温室効果ガスである二
酸化炭素の削減量を把握し、ライフスタイルを見直すきっか
けを作る取り組みです。
　市では市内の小・中学生とその家族に協力をいただき、7
月2日から8日の期間内の一日について実施しました。また、
エコライフDAY実施の募集をしたところ、4団体(第二谷郷
新田自治会、二持田第一自治会、持田西自治会、ものつくり
大学)から応募があり、それぞれ期間を設定し、実施していた
だきました。
　今回のエコライフDAYにより削減できた二酸化炭素の量は
1,855,880gとなりました。これは約787リットルのガソリ
ンを燃焼させたときに排出する二酸化炭素の量と同じです。

エコライフDAY2018
夏の結果をお知らせします

参加区分※1 参加数
(人)

二酸化炭素
削減量(g)

一人当たり
の削減量(g)

小学
２年生

児童 448 202,505 452

家族、
教職員 723 299,382 414

中学
１年生

生徒 482 412,042 854

家族、
教職員 189 159,582 844

一般 ※2 499 418,226 838

市役所 職員など 500 364,143 728

合　　計 2,841 1,855,880 653

※1　参加区分によってチェック項目が異なります。
※2　 一般は4団体(第二谷郷新田自治会、二持田第一自治会、持

田西自治会、ものつくり大学)とその他の合計です。団体別
の詳細は市ホームページに掲載しています。

▶問い合わせ　環境課環境政策担当☎556―9530

▶日　　時　 11月15日、12月20日の木曜
日午後1時30分～ 4時30分　

▶場　　所　 深谷市男女共同参画推進セン
ター（Ｌ・フォルテ）（深谷市上柴
町4―2―14・キララ上柴内）　

▶相談内容　 相続、遺言、登記、債務整理、
成年後見、不動産の名義変更な
ど　

▶相談方法　面談相談（1組1時間、要予約）
▶相 談 料　無料
▶主　　催　埼玉司法書士会　
▶申し込み　 総合相談センター☎048―838

―7472　
▶問い合わせ　 同会事務局☎048―863―7861

県北総合相談センター
出張法律相談会

納期のお知らせ（11月分）

　生活環境の美化を図るため、全市民参加の市内一斉清掃（ごみゼロ
運動）を行いますので、市民の皆さんのご協力をお願いします。

▶日　　時　11月18日㈰午前8時～ 10時
　　　　　　※ 悪天候の場合は25日㈰に実施します。なお、悪天

候などにより中止する場合は午前6時30分に防災行
政無線でお知らせします。

▶問い合わせ　環境課環境業務担当☎556―9530

ごみゼロ運動を実施します

普通徴収（納付書や口座振替で納めていただく方）
固定資産税・都市計画税・・・・・・・・・・・・・4期
国民健康保険税・・・・・・・・・・・・・・・・・5期
介護保険料・・・・・・・・・・・・・・・・・・・5期
後期高齢者医療保険料・・・・・・・・・・・・・・5期

納期限　11月30日㈮
・ 市税などの納付には、｢安心！確実！便利！｣な口座振替をご
利用ください。

・納付の相談は随時収納課で実施しています。
▶問い合わせ　同課収納担当（内線236・237）
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保　健　案　内保　健　案　内 保健センター
長野2－3－17
TEL：５５３－００５３
ＦＡＸ：５５５－２５５１
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期　日 医療機関名 電話番号
11月18日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
11月23日（金) 壮幸会行田総合病院 552―1111
11月25日（日) 壮幸会行田総合病院 552―1111
12月2日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000
12月9日（日) 清幸会行田中央総合病院 553―2000

27

赤ちゃんクラス（申し込み不要）
日　　時　 11月19日㈪午前10時～ 11時30分
対　　象　4カ月未満のお子さんとその保護者
内　　容　 1カ月児健診済みから4カ月児未満のお子

さんを対象にした体重測定や育児相談で
す。友達作りの場としてもご利用ください。

離乳食（後期）教室（要申し込み）
日　　時　 11月22日㈭午前10時30分～ 11時30分

（午前10時15分から受け付け）
対　　象　 9 ～ 11カ月のお子さんとその保護者（保

護者のみの参加可）

乳幼児相談（要申し込み）
日　　時　 12月3日㈪午前9時30分～ 11時30分
対　　象　就学前のお子さんとその保護者

乳幼児健診など
事 業 名　 4カ月児健診、離乳食(初期)教室、10カ

月児相談、1歳6カ月児健診、2歳児歯科
健診、3歳児健診

そ の 他　 対象者には通知します。転入されたお子さ
んで、前住所地で受診していない方は保健
センターにご連絡ください。

※ 4カ月児健診は個別健診のため、市内指定医療機関
で、それ以外の健診などは保健センターで行います。

※4カ月児健診の受診票は赤ちゃん訪問で配布します。

子どもの健康

在宅医療窓口
「病気があるが、足が不自由で通院できない」「寝たきり
の家族がいて床ずれが心配」などの相談があるとき
・在宅医療支援センター　☎553―2060
・ 相談時間　午前9時～午後5時(土・日曜日、祝日、年
末年始を除く)

「歯科医院への通院が困難」「訪問歯科診療を行ってい
る歯科医院が知りたい」などの相談があるとき
・在宅歯科医療推進窓口　☎080―1391―8020
・ 相談時間　午前10時～午後3時(正午～午後1時を
除く)※土・日曜日、祝日、年末年始を除く

健康相談（要申し込み）
日　　時　12月10日㈪
　　　　　※時間は申し込みの際にお知らせします。
場　　所　保健センター
対　　象　 食事や運動、歯など健康に関する生活習慣

について相談したい方
そ の 他　随時、電話での相談も受け付けます。

おとなの健康

休日急患診療
　休日や祝日の急な病気やけがのときは次の医療機関
をご利用ください。

診療時間　午前10時～午後5時
診療科目　内科、小児科、外科
※ 医療機関が変更されることがありますので、事前に
問い合わせください。

　病院に連れて行こうか迷ったときや受診できる医療
機関を知りたいときの全国共通ダイヤルです。急な病
気やけがに関して、看護師の相談員が医療機関を受診
すべきかどうかなどをアドバイスしますので、判断に
迷ったときは気軽にお電話ください。
※ ダイヤル回線、IP電話、PHSの場合は☎048―
824―4199

※ 受診できる医療機関の案内は、行田市消防署☎
550―2123も対応しています。

#7119（365日24時間対応）

健康づくりチャレンジポイント認定講座
生活習慣病予防講座

「その症状、もしかして糖尿病?」
日　　時　 11月21日㈬午後2時～ 3時30分(午後1

時40分から受け付け)
場　　所　保健センター 2階ホール
内　　容　 川嶋賢司さん(壮幸会行田総合病院理事長)

による講演「医師から学ぶ生活習慣病予防」、
栄養士によるミニ講話

対　　象　市内在住の方
定　　員　40人(先着順)
参 加 費　無料
持 ち 物　 筆記用具、飲み物、健康手帳(お持ちの方)、

健康づくりチャレンジポイントのリーフ
レット(お持ちの方)

申し込み　11月20日㈫までに電話で保健センター

日　　時　 12月9日㈰午後0時30分～ 4時
場　　所　「みらい」文化ホール
内　　容　 市民公開講座、錣山矩幸さん(元関脇 寺尾)

によるスペシャルトーク「私の相撲人生」、
医療相談、ロコモテスト、パネル展示

入 場 料　無料
主　　催　行田市医師会
問い合わせ　 同会☎556―

8040(月～金
曜日の午前9
時～午後5時)

健康フォーラム2018

8020よい歯のコンクール表彰式
および口腔衛生指導講習会

日　　時　 11月8日㈭午後2時～ 4時30分(午後1
時30分開場)

場　　所　「みらい」文化ホール
内　　容　 ①第26回8020よい歯のコンクール表彰式

② 安藤雄一さん(国立保健医療科学院統括
研究官)による講演「ライフコースアプ
ローチの視点からみた歯科保健～小児期
におけるフッ化物利用と歯の一生～」

定　　員　500人(先着順)
入 場 料　無料
主　　催　北埼玉歯科医師会
後　　援　加須保健所、加須市、
　　　　　羽生市、行田市

11月14日は「世界糖尿病デ―」
～やってみよう、薬局でお手軽カンタン糖尿病リスク測定！～

　糖尿病は、自覚症状がないままに進行していく恐ろしい病気です。そのため、早期に発見し、
治療へつなげることが大切です。市内の次の薬局では、糖尿病にかかるリスクが簡単に測定でき
ます。各薬局の窓口に用意している申込用紙に必要事項を記入し、測定を受けてみませんか。
糖尿病リスク測定ができる薬局

内　　容　 指先から採取したごくわずかな血液を測定装置に入れて、約3分で測定できます。これにより、糖尿
病と密接な関係にある血液中のHbA1c（ヘモグロビン・エーワンシー）の値がわかります。

費　　用　 1回500円（本市に住民票の
ある方）

そ の 他　 年間の測定回数に制限はあり
ませんが、抗血栓薬の服用や
出血性疾患のある方は測定で
きません。未成年が測定を希
望する場合は、親権者の同意
が必要となります。

薬局名 所在地 電話番号
かもゐ漢方薬局 行田8―5 556―2209
さくらヶ丘調剤薬局 小見1399―6 553―5211
トーア薬局 長野1263―7 556―1402
土橋薬局 桜町2―25―13 556―2226
パルシィー薬局行田長野店 長野2―29―38 556―4193
フジイ薬局 若小玉111―1 554―5482
ふじみ薬局 富士見町2―3―8 564―1616
フレンド薬局 宮本16―24 501―8661
ミキ薬局埼玉行田店 佐間1―27―3 555―3191
よつば薬局 富士見町2―1―12 552―1193
薬局アポック行田店 富士見町2―17―1 564―1200
ファーコス薬局行田 佐間2―16―36 550―1007

HbA1cの値 判　　　定

5.6～5.9
将来糖尿病を発症するリスクが高い
薬剤師や保健センタ―へ相談することをお勧めします

6.0～6.4
糖尿病の可能性を否定できない
できるだけ早く医療機関へ受診することをお勧めします

6.5以上 糖尿病が強く疑われる
直ちに医療機関へ受診することをお勧めします

錣山矩幸さん
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市立図書館　佐間3－24－7(「みらい」内)　ＴＥＬ：556―4227　ＦＡＸ：555―3770

開館時間　午前9時30分～午後7時
休 館 日　11月5日㈪・12日㈪・19日㈪・26日㈪・
　　　　　30日㈮、12月3日㈪・10日㈪
※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください。（年末年始を除く）

定例イベント✿図書館で楽しいひとときを✿

イベント名 日　　時 内　　容 対　　象 協力団体など 場　所

ボランティアによる
おはなし会

11月18日㈰午後2時

絵本や紙芝居など 幼児・小学生

おしゃべりインコの会

図書館
おはなしの
へや

11月24日㈯午前11時 おはなしタンバリン

12月1日㈯午後2時 おはなしの会

12月8日㈯午後2時 おはなしポケット

たまごおはなし会
11月21日㈬、12月12日㈬
午前10時30分～11時
※とことこタイムで実施

絵本、手遊び、パネル
シアターなど 0歳～３歳児ぐらい

図書館職員
ぴよぴよおはなし会 12月2日㈰

午後3時30分
絵本、紙芝居、素話（ス
トーリーテリング）など ４歳児ぐらい～小学生

こっこおはなし会 11月17日㈯午後3時30分 絵本の読み聞かせ、工
作、折り紙など 小学生

英語であそぼう 12月9日㈰午前11時 英語の歌遊びや絵本の
読み聞かせ

幼児・小学生
ベイリー久美子さん

子ども映画会 11月17日㈯午後2時 ぴったんこ！ねこざか
な2 図書館職員

図書館シネマ倶楽部 11月25日㈰午後1時30分
(午後1時10分開場)

蟬しぐれ(邦画：131分)
出演：市川染五郎、木
村佳乃、今田耕司、ふ
かわりょう他

大人を対象としてい
ますが、どなたでも
鑑賞できます
(定員70人、先着順)

図書館職員  「みらい」
  映像ホール

2829

・ 黒板アート甲子園作品集 高校生たちの消えない想
い　日学株式会社総監修
・法に触れた少年の未来のために　内田博文／著
・ 世界で一番美しい化学反応図鑑　セオドア・グレイ
／著、ニック・マン／写真
・入学準備の図鑑　無藤隆／監修
・ はっけん！鉄道NIPPON 地図と路線で知る47都
道府県　ヴィトゲン社／編
・ スポーツクライミング ボルダリング 考える力を身
につけながら楽しくレベルアップ‼　ベースボー
ル・マガジン社／編集、西谷善子／監修

新　着　図　書

＜DVD＞
・植物図鑑
・ゼロ・グラビティ
・ペット

＜CD＞
・新世界(ゆず)
・ バラッド3～ the album 
of LOVE ～
　(サザンオールスターズ)
・ゴールデン☆ベスト
　(テレサテン)

大人のための朗読会を開催します

今月のおすすめのDVD・CD

　絵本や小説など多様なジャンルの作品を、質の高い
音にして皆さんにお届けする朗読会を今年も開催しま
す。黙読とは一味異なる言葉のリズムを、ぜひお楽し
みください。

▶日　　時　11月20日㈫午後1時30分～ 3時30分
▶場　　所　中央公民館第1学習室
▶内　　容　
　・ 「紙吹雪」宮部みゆき／著　KADOKAWA
　・ 「捨児」芥川龍之介／著　岩波書店
　・ 「わらしべちょうじゃ」杉山亮／文、高畠那生／
　　絵　小学館
　 その他、鎌田暢子、鴨居羊子、内田麟太郎、宮川ひ
ろなど5作品の朗読を実施します。
▶定　　員　70人(先着順)
▶協　　力　行田朗読の会
▶申し込み　直接または電話で同館直接または電話で同館

第21回公募行田市美術展の作品を募集します
▶日　　時　 平成31年2月8日㈮～ 11日㈪午前9時

30分～午後4時30分（11日は午後4時
まで）

▶場　　所　行田グリーンアリーナサブアリーナ
▶応募資格　 市内および近隣市町に在住、在勤、在学

の方で15歳以上の方。ただし中学生を
除く。※学生は15～18歳の高校、高専、
各種専門学校に在籍する方とする

▶種目・作品規格　　
　①【絵画】日本画、洋画（油絵・水彩）、版画
　　　　　　※8号以上60号以内、額装（ガラス不可）
　②【彫刻】 体積100㎝×100㎝×200㎝以内、重

量100㎏以内、ケースは使用しない　
　③【工芸】 壁面作品は横幅200㎝以内（壁面作品・帯・

着物などは付属品も持参）
　④【 書 】 170㎝×60㎝以内（縦横自由）または91

㎝×91㎝以内、額装または枠張もしく
は軸装（ガラス不可）

　⑤ 【写真】〔一般〕〈単写真〉A3ノビ以上全紙以内
　　　　　　　　　 〈組写真〉65㎝×95㎝以内
　　　　　　〔学生〕〈単写真〉A4以上A3ノビまで
　　　　　　　　　 〈組写真〉65cm×95cm以内
　　　　　　※ 一般、学生ともデジタルアート可、ガ

ラス不可
▶出 品 料　 1点につき【一般】2,000円、【学生】1,000

円（同種目の2点目からは半額）
▶搬　　入　 平成31年2月3日㈰午前10時～午後2時
▶搬　　出　平成31年2月11日㈪午後4時～ 5時
▶主　　催　 行田市美術家協会、行田市教育委員会、

（公財）行田市産業・文化・スポーツいき
いき財団

▶後　　援　行田市、行田市文化団体連合会
▶注　　意　作品は未発表の創作作品に限ります。
▶問い合わせ　 行田市美術展実行委員会事務局（産業文

化会館内）☎556―6371

平成30年度古文書講座
～初級編～

　郷土博物館学芸員が講師となり、江戸時代の行田市域
に関係する古文書を用いて古文書読解講座を行います。

▶期日およびテーマ

▶時　　間　午後2時～ 4時
▶場　　所　郷土博物館講座室
▶対　　象　全4回とも参加できる方
▶定　　員　40人(先着順)
▶受 講 料　無料
▶申し込み・問い合わせ　電話で同館☎554―5911

期　日 テーマ

第１回 12月8日㈯ 行田の刷物を読む

第２回 12月22日㈯ 行田の武家文書を読む

第３回 1月12日㈯ 行田の村方文書を読む

第４回 1月26日㈯ 行田の町方文書を読む

品川大筒御台場出来之図（郷土博物館所蔵）

水道管埋設後の舗装復旧工事
のため交通規制を行います

　昨年度に水道管の入れ替えを行った道路の舗装を直す
工事を行います。工事期間中は、昼間通行止めによる交
通規制を行います。通行の際は工事案内看板ならびに誘
導員の指示に従ってください。大変ご迷惑をお掛けしま
すが、ご理解とご協力をお願いします。

▶工事期間　平成31年1月下旬（予定）まで
▶工事箇所　忍二丁目地内（上図参照）
▶問い合わせ　水道課工務担当☎553―0131

　
市役所

県道1
28号

（旧国
道125

号）

市役所入口

行田市民プール

水城公園
中央小学校
文

　
商工センター

産業文化会館

バスターミナル

〒行田郵便局

工事箇所
エコス

清善寺
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乳がん撲滅を目指し、
忍城をピンク色にライトアップ

味わえるアートを
丁寧に刈り取る

大相撲 行田場所の開催に伴い
谷川親方が市役所を訪問 子供たちのすてきな笑顔があふれる

ふれあいを通じて
福祉への理解を深める 大声援を受けて新記録を目指す

友好都市締結20周年を記念した
観光物産展で市をPR

友好都市3市のランナー45人が
絆を深めながら奥州路を駆ける

　10月18日から31日まで、忍城がピンク色にライト
アップされました。
　乳がん撲滅に向けた運動の一環として行われている
この取り組みは、今年で3回目。訪れた人たちは普段
と雰囲気の異なる忍城を眺めながら、この病気への理
解を深め、早期発見の大切さを感じているようでした。

　10月13日、6月の田植え参加者のうち、親子連
れを中心に約350人が集まり「世界最大の田んぼアー
ト」の稲刈り体験が行われました。参加者は背景部分
に植えられた「彩のかがやき」を丁寧に刈り取り、前日
の雨でぬかるんだ田んぼに足を取られないよう気を
付けながら、コンバインまで大事に運んでいました。
　田んぼアートは11月14日まで立体的なアートとし
て見ることができ、この日収穫された稲は精米され、
田植え・稲刈り参加者に配られます。

　10月17日、日本相撲協会巡業部の谷川親方（元関脇・
北勝力関）が市役所を訪れました。
　この日は、来年4月、行田市で20年ぶりに大相撲巡
業が決定したことに伴い、「大相撲 行田場所」について説
明がありました。谷川親方が「当日は力士をはじめ総勢約
270人で参ります」と話すと、工藤市長は「とても楽しみで
す。大成功となるよう官民を挙げて全面的に協力したい」と
述べました。
　なお、開催概要などの詳細は、6ページをご覧ください。

　10月14日、水城公園市民広場で第29回浮き城のまち
行田こどもまつりが開催されました。
　当日は、バルーンアートやぶんぶんゴマ作りの他、世界
の国々をテーマにしたゲームやクイズなど、9つのブースが
出展。スタンプラリーも実施され、子供たちは台紙を手に
楽しそうに巡っていました。
　普段の生活では味わうことができない遊びが体験でき、
会場内は子供たちのすてきな笑顔であふれていました。

　10月20日、産業文化会館南側芝生広場で第23回行
田市ふれあい福祉健康まつりが開催されました。
　これは、福祉に対する理解と関心を深め、健康保持、増
進を図ることに目的に毎年実施されているもの。福祉・
ボランティア団体らによるPRや作品展示、保健団体によ
る健康啓発などの他、ステージでは歌や演奏、ダンスな
どの発表が行われました。「こころ音楽隊と濱中由美子」
の皆さんが、会場いっぱいに響き渡る元気な歌声を披露
すると、来場者からは温かい拍手が送られました。

　10月16日、雨で順延となっていた第64回行田市小
学校連合運動会が総合公園第一自由広場で開催され、
市内の小学校から6年生が参加しました。
　たくさんの保護者も応援に駆け付け、大声援の中、各
校の代表選手が1,000メートル走やボール投げなど7
種類の種目で新記録を目指しました。60メートルハード
ル走では選手たちが日頃の練習の成果を発揮し、テンポ
よくハードルを跳び越えゴールを駆け抜けていました。

　9月30日、福島県白河市の白河市総合運動公園で、友
好都市締結20周年記念「観光物産展」が開催されました。
　友好都市の皆さんに本市をPRしようと、パンフレットな
どの配布やTBSテレビ日曜劇場「陸王」で実際に使用した
小道具展示などを行った他、NPO法人行田観光物産会
による物産販売も行われました。会場は、悪天候にもか
かわらず多くの来場者でにぎわい、互いに友好都市とし
ての交流を深めました。

　9月23日、夜明け前の朝5時、忍城址東門前から桑名市・行田
市・白河市の友好都市3市の市民ランナーが早朝の静けさの中走
り出しました。
　これは友好都市締結20周年を記念したリレーマラソンで前日の
22日に東京・日本橋を出発し、3日間で236.5キロメートルを走破
し、ゴールの白河小峰城を目指すもの。応援に駆け付けた工藤市長
に見送られたランナーは互いにペースを合わせて3市の絆を深めな
がら奥州路を駆け抜け、予定していた24日に無事ゴールしました。
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行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に

は
、
た
く
さ
ん
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
が
並
び
、
連

日
多
く
の
利
用
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で

23
年
間
で
4
千
５
０
０
回
以
上
、
2
日
に
1
回
以
上
の

ペ
ー
ス
で
利
用
し
て
い
る
吉
田
辰
夫
さ
ん
を
紹
介
し
ま

す
。

　
20
歳
の
時
か
ら
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
の
競
技
に
打
ち

込
み
国
体
の
予
選
な
ど
に
出
場
し
て
い
た
吉
田
さ
ん

は
、
40
歳
を
過
ぎ
た
頃
、
体
重
を
絞
っ
て
け
が
を
し
に

く
い
体
づ
く
り
を
し
た
い
と
考
え
、
他
の
体
育
施
設
に

通
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
平
成
7
年
に
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
が
オ
ー
プ
ン
す
る
と
、
仕
事
後
に
毎
日
の

よ
う
に
通
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
成
果
と
し
て

ス
キ
ー
の
タ
イ
ム
が
上
が
っ
た
り
す
る
と
、
さ
ら
に
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
に
力
が
入
っ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。「
ト

レ
ー
ナ
ー
の
方
々
が
フ
レ
ン
ド
リ
ー
で
、
疲
労
回
復
、

食
事
、
筋
肉
の
つ
け
方
な
ど
を
親
切
に
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
く
だ
さ
る
の
で
、
と
て
も
信
頼
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
来
て
い
る
方
と
の
出
会
い
も
楽

し
み
の
一
つ
で
す
ね
」
と
顔
を
ほ
こ
ろ
ば
せ
ま
す
。

　

吉
田
さ
ん
は
、
自
転
車
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
50
分
ず

つ
、
そ
し
て
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
と
い
う
メ

ニ
ュ
ー
で
2
時
間
黙
々
と
体
を
動
か
し
ま
す
。「
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
い
る
と
わ
ず
か
な
体
調
の
異
変
に

気
付
き
ま
す
。
調
子
が
上
が
ら
な
い
と
風
邪
の
前
兆

だ
っ
た
り
す
る
の
で
、
そ
う
い
う
と
き
は
早
め
の
対
処

を
し
ま
す
。
お
か
げ
で
風
邪
を
ひ
い
て
寝
込
む
よ
う
な

こ
と
は
な
い
で
す
ね
」
と
話
す
よ
う
に
、
吉
田
さ
ん
に

と
っ
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
「
こ
れ
を
や
れ
ば
健
康
で
い
ら
れ
る
と

い
う
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
週

3
〜
4
回
ペ
ー
ス
で
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
に

通
い
、
心
身
と
も
に
健
康
を
維
持
し
て
い

き
た
い
で
す
ね
」
と
抱
負
を
語
る
吉
田
さ

ん
。
こ
の
秋
、
6
種
類
の
新
し
い
マ
シ
ン

が
導
入
さ
れ
た
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
関
連
記
事
36
ペ
ー
ジ
）

で
、
今
日
も
吉
田
さ
ん
は
汗
を
流
し
て
い

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

俳 

句

※このコーナーで紹介する会社を募集しています。
　特色ある業務を行っている会社の情報を広報広聴課広報広聴担当（内線318）までお寄せください。

山本食品工業株式会社
「うまさと健康を食べる」のポリシーで日本の食文化に貢献

 

荒
木 

藤
田
　
栄
之

桐
一
葉
訪
ふ
人
の
な
き
忠
魂
碑

 

渡
柳 

川
田
　
静
江

ア
ル
バ
ム
に
会
い
た
き
人
の
い
る
夜
長

 

谷
郷 

大
谷
　
峯
生

大
根
蒔
く
わ
が
掌
に
馴
染
む
夫
の
鍬

 

忍 

伊
藤
　
誠
一

曼
珠
沙
華
脚
下
照
顧
に
身
を
正
す

 

矢
場 

高
田
み
つ
子

振
る
舞
ひ
の
熱
き
豚
汁
体
育
祭

 

持
田 

小
倉
　
繁
三

新
涼
や
江
戸
の
名
残
り
の
奈
良
井
宿

 

佐
間 

須
永
　
節
子

秋
刀
魚
焼
く
煙
の
奥
に
母
の
影

 

門
井
町 

塚
原
　
武
夫

秋
高
し
浪
花
の
天
守
濠
に
映
ゆ

 

富
士
見
町 

鈴
木
ス
イ
子

新
涼
や
慈
母
観
音
の
白
き
指

 

荒
木 

手
島
　
一
海

遠
き
日
の
思
ひ
手
繰
る
や
烏
瓜

 

荒
木 

藤
田
　
明
枝

芒
原
賢
治
の
記
憶
辿
る
道

 

富
士
見
町 

森
　
　
節
子

ま
ん
ま
る
に
な
れ
ぬ
水
面
の
月
の
影

 

持
田 

園
部
　
貞
雄

消
燈
の
枕
べ
に
聴
く
ち
ち
ろ
か
な

 

城
西 

榊
原
し
ず
か

反
り
返
る
城
の
石
垣
い
わ
し
雲

 

持
田 

荻
原
　
義
久

あ
ん
ぱ
ん
の
あ
さ
ひ
る
ば
ん
や
獺
祭
忌

 

西
新
町 

青
木
　
泰
山

煌
々
と
起
承
転
結
秋
花
火

 

旭
町 

大
川
　
恵
子

畦
道
に
背
す
じ
伸
ば
し
て
彼
岸
花

 

樋
上 

吉
澤
と
し
子

新
築
の
白
壁
眩
し
秋
の
蝶

 

栄
町 

神
田
　
栄
子

木
犀
の
香
の
漂
え
る
墓
小
径

 

棚
田
町 

深
野
美
智
恵

秋
風
や
母
の
思
い
を
継
ぐ
投
句

 

（
三
沢
　
一
水
　
監
修
）

行
田
グ
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ン
ア
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ナ
の
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レ
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ン
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室
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４
千
５
０
０
回
以
上
利
用
し
て
健
康
づ
く
り

いきいきいきいき

行田人ぎょうだじん

私
の
作
品

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎ 

俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
、
は
が
き
・
封
書
で

広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

吉
田 

辰
夫 

さ
ん
（
谷
郷
・
66
歳
）

めましてはじ ○ 11月1日㈭～30日㈮に電話またはEメールで
広報広聴課広報広聴担当（内線322）

　※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○ 応募者多数の場合は、12月3日㈪午前11時か
ら市役所203会議室で公開抽選を行います。

猪
山
　
咲え
み
り莉 

ち
ゃ
ん （
小
針
）

平
成
29
年
11
月
20
日
生
ま
れ

父
・
智
弘
さ
ん　
母
・
彩
さ
ん

「
次
女
パ
ワ
ー
炸
裂
♡

 

毎
日
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
♡
」

山
﨑
　
玲れ

み実 

ち
ゃ
ん （
埼
玉
）

平
成
29
年
11
月
10
日
生
ま
れ

父
・
貴
之
さ
ん　
母
・
紗
也
香
さ
ん

大
西
　
悠ゆ

の乃 

ち
ゃ
ん （
門
井
町
）

平
成
29
年
11
月
11
日
生
ま
れ

父
・
聡
さ
ん　
母
・
恵
子
さ
ん

「
兄
た
ち
メ
ロ
メ
ロ
♡

 

末
っ
子
長
女
♡
」

「
み
ん
な
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
て

 

あ
り
が
と
う
！
」

田
島 

優ゆ

い

な
依
奈 

ち
ゃ
ん （
富
士
見
町
）

平
成
29
年
11
月
30
日
生
ま
れ

父
・
和
也
さ
ん　
母
・
香
織
さ
ん

木
村
　
咲さ

な菜 

ち
ゃ
ん （
長
野
）

平
成
29
年
11
月
1
日
生
ま
れ

父
・
強
児
さ
ん　
母
・
祐
子
さ
ん

「
優
し
い
子
に
育
っ
て
ね
！
」

「
毎
日
が
と
っ
て
も
楽
し
い
よ
！

 

あ
り
が
と
う
」

★★★ 平成29年 11月生まれ のおともだち ★★★

平成30年1月生まれのお子さんを募集します

会社プロフィール

代表取締役社長　山本 賢司
【事業内容】 漬物（ふる漬類）の開発およ
び製造
【所在地】 埼玉4861―1

　
山
本
食
品
工
業
株
式
会
社
は
大
正
10
年
の

創
業
以
来
、
も
う
す
ぐ
１
０
０
周
年
を
迎
え

ま
す
。

　
当
初
は
引
き
売
り
八
百
屋
を
営
み
、
そ
の

後
、
昭
和
21
年
か
ら
は
本
市
の
日
本
遺
産
の

構
成
資
産
に
も
な
っ
て
い
る
奈
良
漬
の
製

造
・
販
売
を
始
め
ま
し
た
。
現
在
で
は
奈
良

漬
の
他
、
ら
っ
き
ょ
う
、
し
ょ
う
が
、
に
ん

に
く
、
き
ざ
み
漬
け
な
ど
、
外
食
向
け
の
業

務
用
か
ら
家
庭
用
の
小
袋
商
品
ま
で
手
掛

け
、
47
都
道
府
県
だ
け
で
な
く
香
港
や
台
湾

で
も
販
売
さ
れ
、
漬
物
に
お
け
る
「
酢
漬

け
」
の
分
野
で
は
ト
ッ
プ
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
同
社
で
は
多
様
化
す
る

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
安
心
・
安
全

な
商
品
を
安
定
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
に

と
、
原
料
に
も
こ
だ
わ
り
、
国
内
は
も
と
よ

り
中
国
や
タ
イ
の
厳
選
し
た
素
材
も
使
用
し

て
い
ま
す
。
特
に
ら
っ
き
ょ
う
に
つ
い
て
は

原
産
国
で
あ
る
中
国
に
工
場
を
設
立
し
、
年

間
約
1
万
5
千
ト
ン
も
の
新
鮮
な
原
料
を
現

地
で
製
品
化
し
て
い
ま
す
。

　
代
表
取
締
役
社
長
の
山
本
賢
司
さ
ん
は
、

「
漬
物
は
食
材
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
料
理

に
使
え
ま
す
し
、
漬
物
に
含
ま
れ
る
酵
素
や

食
物
繊
維
や
乳
酸
菌
な
ど
は
、
健
康
維
持
に

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
食
の
安

全
が
問
わ
れ
る
今
だ
か
ら
こ
そ
、
約
２
０
０

人
の
社
員
と
と
も
に
確
か
な
品
質
の
商
品
を

作
り
続
け
、
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
た
い

で
す
」
と
力
強
く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
同
社
で
は
地
域
へ
の
貢
献
も
大
切
に
し

て
お
り
、
今
年
3
月
に
は
埼
玉
小
学
校
の
子

供
た
ち
の
た
め
に
サ
イ
ズ
が
大
き
く
な
っ
た

ラ
ン
ド
セ
ル
で
も
入
れ
や
す
い
木
の
ぬ
く
も

り
を
感
じ
る
新
し
い
教
室
ロ
ッ
カ
ー
を
寄
付

し
ま
し
た
。

　
移
り
変
わ
り
が
激
し
い
「
食
」
の
ト
レ
ン

ド
・
ブ
ー
ム
を
創
造
し
、
食
べ
る
人
の
心
に

お
い
し
さ
を
刻
む
同
社
の
「
漬
物
」
が
、
こ

れ
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
食
卓
に
並
ぶ
こ
と
で

し
ょ
う
。

手島　彩
あやか
香 ちゃん・遥

はるか
香 ちゃん （荒木）

平成29年11月28日生まれ
父・昇一郎さん　母・明子さん
「双子の姉妹、いつまでも仲良くね！」
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▼
日
時
　
12
月
2
日
㈰
午
前
9
時
開

始　
▼
集
合
場
所
　
馬
見
塚
第
2
集

会
所
（
馬
見
塚
９
１
３
）　
▼
そ
の

他
　
汚
れ
て
も
よ
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
（
軍
手
、
ご
み
袋
は
用
意

し
ま
す
）　
▼
問
　
同
会
会
長
栗
原

☎
５
５
７
―
０
０
９
１

▼
日
時
　
11
月
24
日
㈯
午
後
4
時
30

分
開
演　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー

４
０
１
研
修
室　

▼
演
題
　「
早

稲
田
大
学
本
庄
高
等
学
院
の
教
育
」　

▼
講
師
　
吉
田
茂
さ
ん
（
早
稲
田

大
学
本
庄
高
等
学
院
長
）　
▼
定
員
　

１
０
０
人
（
先
着
順
）
▼
入
場
無
料
　

▼
主
催
　
早
稲
田
大
学
校
友
会
行
田

地
区
稲
門
会　
▼
申
・
問
　
11
月
17

日
㈯
ま
で
に
電
話
で
同
事
務
局
舞
原

☎
０
９
０
―
８
３
２
２
―
１
４
５
２

▼
日
時
　
12
月
7
日
㈮
午
後
2
時
30

開
演
（
午
後
2
時
開
場
）　
▼
場
所
　

星
川
の
自
然
と

キ
タ
ミ
ソ
ウ
を
守
る
会

冬
の
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
お
よ
び
観
察
会

講
演
会
・
教
室

行
田
地
区
稲
門
会
講
演
会

行
田
法
人
会　
健
康
講
座

▼
日
時
　
12
月
10
日
㈪
午
後
0
時
20

分
～
0
時
50
分　
▼
場
所
　
市
役
所

玄
関
ロ
ビ
ー　
▼
出
演
　
行
田
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
協
会　
▼
問
　
改
革
推
進

室
（
内
線
３
２
７
）

▼
日
時
　
11
月
18
日
㈰
、
12
月
9

日
㈰
【
1
回
目
】
午
前
11
時
15
分

【
2
回
目
】
午
後
2
時
15
分　

▼

場
所
　
忍
城
址
※
雨
天
・
荒
天
の
場

合
ぶ
ら
っ
と
♪
ぎ
ょ
う
だ
店
内　
▼

出
演
　
潮
崎
ひ
ろ
の
、
地
元
ミ
ュ
ー

ジ
シ
ャ
ン　

▼
観
覧
無
料
　
▼
主

催
　
㈲
ポ
ッ
プ
企
画　
▼
問
　
同
社

☎
５
５
４
―
０
７
８
９

▼
日
時
　
11
月
25
日
㈰
午
後
2
時

開
演　

▼
場
所
　「
み
ら
い
」
文
化

ホ
ー
ル　
▼
曲
目
　
混
声
合
唱
組
曲

「
花
に
寄
せ
て
」、
子
守
歌
他　
▼

入
場
無
料
　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育

委
員
会
他　
▼
問
　
鈴
木
☎
５
５
９

―
１
６
４
０ イ

ベ
ン
ト

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

行
田
市
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
の
大
使　

潮
崎
ひ
ろ
の
震
災
復
興
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ
♯
90
、
91

行
田
フ
ロ
イ
デ

第
7
回
演
奏
会

商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル　

▼
内
容
　

立
川
談
慶
さ
ん
に
よ
る
講
演
「
落
語

の
笑
い
で
心
の
ゆ
と
り
」　
▼
定
員
　

２
０
０
人
（
先
着
順
）　
▼
入
場
無

料
　
▼
申
　
公
益
社
団
法
人
行
田
法

人
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
11
月
21
日
㈬
（
必
着
）

ま
で
に
持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同

会
（
商
工
セ
ン
タ
ー
内
）【
Ｆ
Ａ
Ｘ
】

５
５
４
―
６
９
６
９　
▼
問
　
同
会

☎
５
５
４
―
４
５
３
５

▼
日
時
　
12
月
15
日
㈯
・
16
日
㈰
午

前
9
時
～
午
後
4
時　
▼
場
所
　
産

業
文
化
会
館
創
作
室　
▼
内
容
　
粘

土
を
使
用
し
た
作
品
制
作　

▼
定

員
　
15
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費
　

4
千
円　
▼
持
ち
物
　
汚
れ
て
も
よ

い
服
装
、
制
作
道
具
一
式　

▼
主

催
　
行
田
市
美
術
家
協
会　
▼
申
・

問
　
11
月
15
日
㈭
か
ら
電
話
で
田
島

☎
０
９
０
―
９
１
４
１
―
７
０
４
５

▼
日
時
　
11
月
23
日
㈮
【
1
回
目
】

午
前
11
時
【
2
回
目
】
午
後
1
時
▼

場
所
　
牧
禎
舎
（
忍
1
―
4
―
11
）　

彫
刻
制
作
会
２
０
１
８

藍
染
め
コ
ー
ス
タ
ー

抜
染
体
験

▼
日
時
　
11
月
28
日
㈬
ま
で
の
各
店

舗
営
業
時
間　
▼
場
所
　
埼
玉
り
そ

な
銀
行
行
田
支
店
（
行
田
5
―
16
）

か
ら
半
径
５
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の

エ
リ
ア
に
あ
る
店
舗
な
ど　
▼
内
容
　

地
元
作
家
の
ア
ー
ト
作
品
を
多
数
展

示
。
11
月
22
日
㈭
～
28
日
㈬
は
牧
禎

舎
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
。　
▼

入
場
無
料
　
▼
問
　
忍
町
ア
ー
ト

化
作
戦
実
行
委
員
会
☎
０
９
０
―

７
８
１
４
―
９
６
１
５

▼
日
時
　
12
月
6
日
㈭
～
9
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
5
時
（
9
日
は
午
後

3
時
ま
で
）　
▼
場
所
　【
絵
画
】
深

谷
市
民
体
育
館
（
深
谷
市
本
住
町
17

―
2
）、【
書
】
深
谷
市
民
文
化
会
館

（
深
谷
市
本
住
町
17
―
1
）、【
彫

刻
・
工
芸
・
写
真
】
深
谷
公
民
館

（
深
谷
市
仲
町
20
―
2
）　
▼
種
目
　

絵
画
、
彫
刻
、
工
芸
、
書
、
写
真　

▼
出
品
資
格
　
県
北
の
各
市
町
村
に

在
住
・
在
勤
・
在
学
（
高
校
生
以

上
）
の
方　
▼
出
品
料
　
1
点
に
つ

き
3
千
円
（
搬
入
時
に
納
入
）　
▼

搬
入
日
時
　
12
月
2
日
㈰
午
前
10
時

～
午
後
3
時　
▼
そ
の
他
　
開
催
要

第
13
回

忍
町
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
61
回
埼
玉
県
北
美
術
展

の
出
品
作
品

▼
内
容
　
あ
ら
か
じ
め
藍
染
め
さ
れ

た
コ
ー
ス
タ
ー
を
型
紙
の
形
に
白
く

色
を
抜
く
抜
染
の
体
験　

▼
定
員
　

各
回
4
人　
▼
費
用
　
コ
ー
ス
タ
ー

1
枚
に
つ
き
５
０
０
円　

▼
主
催
　

忍
町
ア
ー
ト
化
作
戦
実
行
委
員
会　

▼
申
　
Ｅ
メ
ー
ル
で
牧
禎
舎
藍
染

体
験
工
房m
akitei@

tabigura.
net　

▼
問
　
同
工
房
☎
５
５
３
―

５
８
０
０
（
日
曜
日
の
午
前
10
時
～

午
後
4
時
）

▼
日
時
　
12
月
1
日
㈯
午
前
10
時
～

正
午　
▼
場
所
　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う

だ　

▼
内
容
　
弁
護
士
、
司
法
書

士
、
税
理
士
、
社
会
保
険
労
務
士
な

ど
の
専
門
家
が
法
律
関
係
、
税
金
、

年
金
、
労
働
問
題
に
応
じ
る
。　
▼

費
用
無
料
　
▼
問
　
行
田
民
主
商
工

会
☎
５
５
９
―
３
５
７
３

▼
日
時
　
12
月
3
日
㈪
午
前
10
時
～

11
時
30
分　

▼
場
所
　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」　
▼
内
容
　

子
育
て
中
の
親
同
士
で
語
ら
う
、
子

相　
　
談

専
門
家
に
よ
る

な
ん
で
も
相
談
会

子
育
て
談
話
室

「
た
ん
ぽ
ぽ
」

項
は
、
産
業
文
化
会
館
で
配
布　
▼

問
　
第
61
回
埼
玉
県
北
美
術
展
実
行

委
員
会
事
務
局
（
株
式
会
社
コ
ウ
ノ

内
）
☎
５
８
７
―
２
０
４
７

▼
期
間
　
12
月
28
日
㈮
ま
で　

▼

時
間
　
午
前
11
時
30
分
～
午
後
2

時
30
分
（
水
曜
日
を
除
く
）　
▼
場

所
　
く
り
や
ラ
ー
メ
ン
（
押
上
町
15

―
1
）　
▼
内
容
　
懐
か
し
い
ポ
ス

タ
ー
や
雑
誌
、
お
も
ち
ゃ
な
ど
を

展
示　

▼
問
　
栗
原
☎
０
９
０
―

１
５
３
５
―
４
４
６
０

▼
日
時
　
12
月
2
日
㈰
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所
　
佐
間
公
民
館
ホ
ー

ル　
▼
内
容
　「
げ
き
だ
ん
は
て
な
」

に
よ
る
約
20
種
類
の
世
界
の
け
ん
玉

シ
ョ
ー
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
お
よ
び

演
劇
や
人
形
劇
、
音
楽
を
取
り
入
れ

た
劇
「
お
で
ん
の
国
の
な
べ
ま
つ

り
」　

▼
参
加
費
　【
中
学
生
以
上
】

1
千
円
【
3
歳
以
上
小
学
生
以
下
】

５
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
お
や
こ

劇
場　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員

会　
▼
申
・
問
　
11
月
27
日
㈫
ま
で

に
電
話
で
同
劇
場
事
務
局
☎
０
９
０

―
３
８
１
６
―
５
３
７
４

行
田
街
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ
ー

レ
ト
ロ
を
楽
し
む
懐
古
展
30

世
界
の
け
ん
玉
シ
ョ
ー
と

劇「
お
で
ん
の
国
の
な
べ
ま
つ
り
」

▼
日
時
　
11
月
13
日
㈫
午
前
9
時

30
分
～
正
午　

▼
集
合
　
道
の
駅

き
た
か
わ
べ
（
加
須
市
小
野
袋

１
７
３
７
）　
▼
内
容
　
3
県
ひ
と

ま
た
ぎ
か
ら
渡
良
瀬
遊
水
地
を
巡
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
。
ゆ
っ
た
り
コ
ー
ス

約
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ま
た
は
健
脚

コ
ー
ス
約
7
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。　
▼

参
加
無
料
　
▼
持
ち
物
　
昼
食
※
道

の
駅
な
ど
で
も
購
入
可
能　
▼
主
催
　

医
療
生
協
さ
い
た
ま
利
根
北
地
区
健

康
づ
く
り
委
員
会　
▼
後
援
　
行
田

市　
▼
そ
の
他
　
午
前
8
時
30
分
に

行
田
協
立
診
療
所
（
本
丸
18
―
3
）

を
出
発
す
る
車
両
あ
り
。
希
望
さ
れ

る
方
は
、
電
話
で
同
診
療
所
に
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。　
▼
問
　
同
診
療

所
高
橋
☎
５
５
６
―
６
７
５
５

▼
日
時
　
12
月
7
日
㈮
～
9
日
㈰
午

前
10
時
～
午
後
4
時
30
分　
▼
場
所
　

牧
禎
舎
（
忍
1
―
4
―
11
）　
▼
内

容
　
仏
像
彫
刻
の
展
示　
▼
入
場
無

料
　
▼
後
援
　
行
田
市
教
育
委
員
会　

▼
問
　
白
石
☎
０
９
０
―
２
４
０
７

―
１
４
８
８

秋
の
渡
良
瀬
遊
水
地
を

歩
こ
う
！

仏
像
彫
刻
し
ゃ
か
り
き
堂

第
6
回
か
ん
の
ん
塾
展

育
て
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ト
ー
ク
「
行
田

市
子
育
て
情
報
」　
▼
対
象
　
市
内

在
住
で
乳
幼
児
を
持
つ
保
護
者　
▼

定
員
　
30
人
（
先
着
順
）
※
生
後
4

カ
月
以
上
の
託
児
付
き　
▼
参
加
費
　

１
０
０
円　
▼
主
催
　
行
田
市
民
生

委
員
・
児
童
委
員
連
合
会　
▼
後
援
　

行
田
市
、
行
田
市
教
育
委
員
会
、
行

田
市
社
会
福
祉
協
議
会　
▼
申
・
問
　

12
月
2
日
㈰
ま
で
に
電
話
で
同
協
議

会
☎
５
５
７
―
５
４
０
０

▼
日
時
　
11
月
25
日
㈰
午
後
2
時

（
午
後
1
時
30
分
か
ら
受
け
付

け
）　

▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館　

▼

対
象
　
20
歳
～
49
歳
の
方　
▼
定
員
　

男
女
各
20
人　

▼
参
加
費
　
男
性

1
千
５
０
０
円
、
女
性
1
千
円
※
ス

イ
ー
ツ
、
飲
み
物
、
土
産
付
き　
▼

そ
の
他
　
Ｊ
Ｒ
行
田
駅
前
か
ら
送
迎

バ
ス
あ
り
（
午
後
1
時
発
）、
2
人

1
組
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
1
人

で
の
申
し
込
み
も
可
）　

▼
申
・
問
　

11
月
20
日
㈫
ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
行
田
結
婚
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
０
―
３
１
３
１
―
８
３
５
６

【
Ｅ
メ
ー
ル
】gyoda.kettkon.

shienn@
gm
ail.com

第
2
弾

結
婚
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

広告広告



催し・募集

362018.11 市報 ぎょうだ37
人口81,522人（－53）　男40,479人（－31）　女41,043人（－22）　世帯数34,628世帯（4）
9月中の異動　出生35人　転入等151人　死亡67人　転出等172人

行田市の人口と世帯
※（　）内は前月比

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅳ

「 

古
代
蓮
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

２
０
１
８
写
真
展
」
の
作
品

▼
募
集
期
間
　
12
月
1
日
㈯
〜
25
日

㈫　
▼
募
集
点
数
　
先
着
30
点　
▼

テ
ー
マ
　
古
代
蓮
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
２
０
１
８
の
風
景
な
ど　
▼

応
募
方
法
　
古
代
蓮
会
館
で
配
布
し

て
い
る
開
催
要
項
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
を
確
認
の

上
、
作
品
裏
面
に
応
募
用
紙
を
貼
付

し
て
、
直
接
同
館　
▼
特
典
　
①
参

加
賞
と
し
て
古
代
蓮
会
館
招
待
券
2

枚
進
呈
②
展
示
期
間
中
、
来
館
者
に

よ
る
人
気
投
票
を
行
い
、
上
位
5
作

品
に
来
年
度
の
蓮
の
開
花
期
の
無
料

駐
車
券
お
よ
び
う
ど
ん
店
の
食
券
を

進
呈
③
投
票
数
の
多
か
っ
た
上
位
作

品
に
つ
い
て
、
来
年
度
事
業
の
広
報

物
に
掲
載
す
る
場
合
あ
り

古
代
蓮
会
館 

緑
化
推
進
講
座

第
3
回
「
新
年
の
寄
せ
植
え
」

▼
日
時
　
12
月
24
日
㈪
午
後
1
時
〜

4
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
会
館
研
修

工
作
室　
▼
内
容
　
日
本
の
伝
統
的

園
芸
で
あ
り
、
正
月
を
彩
る
定
番
の

新
年
の
寄
せ
植
え
を
作
る　

▼
講

師
　
萩
原
文
雄
さ
ん
（
テ
ク
ノ
・
ホ

ル
テ
ィ
園
芸
専
門
学
校
）　
▼
対
象
　

小
学
生
以
上　
▼
定
員
　
30
人
（
先

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

マ
シ
ン
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

　

行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
室
の
6
機
種
の
マ
シ
ン

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
最
新

の
マ
シ
ン
を
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
、
健

康
体
力
の
維
持
向
上
、
運
動
不
足
の

解
消
に
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
一
定
の
利
用
ポ
イ
ン
ト
獲
得
に

よ
り
無
料
利
用
券
を
進
呈
し
ま
す

（
新
規
登
録
講
習
会
を
受
講
し
た
方

や
新
規
登
録
者
を
紹
介
し
た
現
登
録

者
に
も
無
料
利
用
券
を
1
枚
進
呈
）。

ま
た
、
マ
シ
ン
の
使
い
方
を
動
画
で

解
説
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
時
間
　
午
前
9
時
〜
午
後
9

時
※
毎
月
第
2
・
第
4
月
曜
日
は

休
館
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）　

▼
対
象
　
高
校
生
以
上　
▼
利
用
料

金
　【
行
田
市
・
羽
生
市
・
加
須
市

在
住
の
方
】
５
０
０
円
【
3
市
以
外

に
在
住
の
方
】
７
５
０
円
（
障
害
者

手
帳
提
示
に
よ
る
減
額
制
度
あ
り
）　

古
代
蓮
の
里
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

ク
イ
ズ
に
答
え
て
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

ゲ
ッ
ト
し
よ
う

▼
期
間
　
12
月
1
日
㈯
〜
25
日
㈫

の
日
没
〜
午
後
8
時
30
分　

▼
内

容
　
古
代
蓮
会
館
内
で
出
題
さ
れ

て
い
る
ク
イ
ズ
の
答
え
を
、
ヒ
ン
ト

を
も
と
に
探
し
て
、
館
内
に
設
置
さ

れ
た
応
募
箱
に
投と
う

函か
ん

し
て
く
だ
さ
い

（
応
募
は
一
人
1
回
）。
正
解
者
の

中
か
ら
抽
選
で
30
人
に
古
代
蓮
の
里

売
店
で
使
え
る
買
物
券
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
、
発

送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。　
▼
対
象
　
古
代
蓮
会
館
入

館
者　

▼
参
加
無
料
　
▼
そ
の
他
　

要
入
館
料
（
大
人
４
０
０
円
、
小
・

中
学
生
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は
無

料
）

行
田
市
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

観
光
案
内
所
臨
時
職
員

▼
勤
務
日
数
　
週
3
〜
4
日
程
度
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務　
▼
勤
務
時

間
　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時　
▼
勤

務
内
容
　
観
光
客
へ
の
各
所
案
内
お

よ
び
施
設
の
清
掃
な
ど　
▼
応
募
資

格
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
の
勤
務
が

可
能
な
方　

▼
募
集
人
数
　
1
人　

▼
時
給
　
９
０
０
円
（
2
カ
月
間

の
試
用
期
間
あ
り
）　
▼
選
考
方
法
　

書
類
審
査
の
上
、
面
接
を
実
施　
▼

申
　
11
月
18
日
㈰
午
後
4
時
ま
で
に

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
を
直
接
産
業

文
化
会
館

着
順
）　
▼
参
加
費
　
2
千
５
０
０

円
（
材
料
代
・
保
険
料
）　

▼
申
　

11
月
16
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
同
館

商
工
セ
ン
タ
ー
映
画
祭

▼
日
時
　
11
月
17
日
㈯
午
後
2
時
上

映　
▼
場
所
　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　
▼
上
映
作
品
　「
い
つ
か
読
書

す
る
日
」（
上
映
時
間
１
２
９
分
）　

▼
定
員
　
３
０
０
人
（
先
着
順
）　

▼
入
場
無
料
　
▼
そ
の
他
　
事
前
申

し
込
み
不
要
。

行
田
市
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会

（
親
善
大
会
）

　
▼
日
時
　
12
月
1
日
㈯
午
前
9
時

〜
午
後
2
時
（
開
場
は
午
前
8
時
20

分
か
ら
）　
▼
場
所
　
行
田
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼

内
容
　
ブ
ロ
ッ
ク
別
（
3
〜
4
チ
ー

ム
）
の
リ
ー
グ
戦
と
し
、
各
チ
ー
ム

2
試
合
の
親
善
試
合
を
行
う　
▼
対

象
　
市
内
の
小
学
3
年
生
〜
6
年
生　

▼
参
加
費
　
1
人
２
０
０
円
（
監
督

者
も
含
む
）　

▼
申
　
各
小
学
校
お

よ
び
行
田
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
で
配

布
す
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
11
月
22
日
㈭
午
前
8
時
30
分

〜
25
日
㈰
午
後
8
時
に
直
接
行
田
グ

リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

▼
そ
の
他
　
初
回
は
新
規
登
録
講
習

会
を
受
講
す
る
こ
と
（
直
接
ま
た
は

電
話
で
前
日
ま
で
に
予
約
）

古
代
蓮
の
里

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
２
０
１
８

▼
期
間
　
11
月
25
日
㈰
〜
平
成
31
年

1
月
6
日
㈰　
▼
点
灯
時
間
　
日
没

〜
午
後
9
時　
▼
場
所
　
古
代
蓮
の

里
園
内　
▼
主
催
　
古
代
蓮
の
里
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
議
会
（
古

代
蓮
会
館
内
）

古
代
蓮
の
里

プ
レ
ミ
ア
ム
イ
ベ
ン
ト

〜
10
万
石
の
夜
景
〜

　
12
月
限
定
企
画
と
し
て
、
古
代
蓮

会
館
の
開
館
を
夜
間
延
長
し
、
売
店

出
店
業
者
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
特
別

販
売
や
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。

展
望
室
か
ら
の
夜
景
も
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

▼
期
間
　
12
月
1
日
㈯
〜
25
日
㈫
※

期
間
中
は
無
休　
▼
開
館
時
間
　
午

前
9
時
〜
午
後
8
時
30
分
（
入
館
受

け
付
け
は
午
後
8
時
ま
で
）　
▼
入

館
料
　【
大
人
】
４
０
０
円
【
小
・

中
学
生
】
２
０
０
円
※
未
就
学
児
は

無
料　

▼
そ
の
他
　
期
間
中
、
同

館
休
憩
所
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

【
12
月
1
日
】
行
田
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
協
会
、【
2
日
】
宮
澤
達
也
さ
ん

（
ギ
タ
ー
リ
ス
ト
）・
ｍ
ａ
ｓ
ｕ
ｍ
ｉ

さ
ん
（
ヴ
ォ
ー
カ
ル
）、【
8
日
】
潮

崎
ひ
ろ
の
さ
ん
（
行
田
市
ゼ
リ
ー
フ

ラ
イ
の
大
使
）、【
9
日
】
小
池
穂
波

さ
ん
（
フ
ル
ー
ト
奏
者
）・
小
林
礼

美
さ
ん
（
ピ
ア
ノ
奏
者
）
※
い
ず
れ

も
午
後
6
時
30
分
か
ら
1
時
間
程
度

メ
ッ
セ
ー
ジ

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

　
恋
人
、
家
族
、
友
達
な
ど
大
切
な

方
へ
の
思
い
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
乗
せ

て
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
期
間
　
12
月
22
日
㈯
〜
24
日
㈪
午

前
9
時
〜
午
後
8
時
30
分　

▼
内

容
　
古
代
蓮
会
館
内
に
設
置
し
て
あ

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
で
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
投
影
す
る　
▼
応
募
方
法
　
館
内

に
あ
る
応
募
用
紙
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
と

投
影
希
望
日
を
記
入
し
、
12
月
16
日

㈰
ま
で
に
同
館
受
付
に
持
参
（
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
メ
ー
ル
で
応
募
可
）。

1
日
3
組
限
定
※
希
望
日
ご
と
に
先

着
順
。

【住民基本台帳人口】
（平成30年10月1日現在）

（公財）行田市産業・文化・
 スポーツいきいき財団

… 申し込み・問い合わせ …

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

商工センター
TEL. 553－0510
FAX. 553－2021

産業文化会館
TEL. 556－6371
FAX. 556－6372

行田グリーンアリーナ
TEL. 553－3377
FAX. 553－0487

古 代 蓮 会 館
TEL. 559－0770
FAX. 559－0784

職種・募集人数 応募要件 試験日・会場 申し込み 問い合わせ

一般事務職・2人

日本国籍を有し、昭和63
年4月2日から平成11年4
月1日に生まれた方（20歳
～ 30歳）で大学・短期大学
（修業年限2年以上の専門
学校を含む）を卒業した方
または卒業見込みの方

12月2日㈰・
産業文化会館
※ 試験会場は
申し込み状
況により変
更になる場
合あり

11月1日㈭から行田グリーンアリー
ナ、産業文化会館、商工センター、古
代蓮会館で配布（ホームページからダ
ウンロード可）している受験案内に記
載された必要書類を11月18日㈰午前
9時～ 24日㈯午後5時に行田グリーン
アリーナに持参してください。

総務・経理部職
員採用担当（行田
グリーンアリー
ナ内）
☎553―3377

～行田市の公益財団職員として一緒に働きませんか～　平成31年度採用職員を募集します

広告広告



　
藩
札
と
は
各
藩
が
発
行
し
、
そ
の
領
内
で
通
用
し

た
紙
幣
の
こ
と
で
す
。
幕
府
は
金
貨
・
銀
貨
・
銭
貨

を
発
行
し
て
お
り
、
そ
れ
と
対
応
さ
せ
る
た
め
、
藩

札
も
金
札
、
銀
札
、
銭
札
が
あ
り
、
東
日
本
よ
り
経

済
発
展
の
進
む
西
日
本
の
藩
で
よ
り
多
く
発
行
さ
れ

ま
し
た
。

　
幕
末
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
は
、
各
藩
と
も
財

政
難
や
幕
末
の
動
乱
の
戦
費
な
ど
の
た
め
大
量
の
藩

札
を
発
行
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
明
治
新
政
府
も
太
政

官
札
な
ど
の
新
し
い
紙
幣
や
、
府
県
札
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
紙
幣
を
発
行
し
、
偽
札
や
偽
造
金
貨
も
横
行
し

た
た
め
、
ま
さ
に
「
通
貨
錯
乱
」
と
呼
ば
れ
る
状
況

と
な
り
ま
し
た
。

　
忍
藩
松
平
家
で
は
、
桑
名
藩
時
代
に
藩
札
を
発
行

し
て
い
ま
し
た
が
、
忍
へ
の
転
封
以
降
は
藩
札
が
関

東
で
は
馴
染
み
が
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
伊
勢
国

や
播
磨
国
の
飛
び
地
の
み
の
発
行
と
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
財
政
難
な

ど
か
ら
武
蔵
国
の

領
内
で
も
藩
札
を

発
行
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。
写
真

は
そ
の
際
に
印
刷

さ
れ
た
藩
札
の
試

し
刷
り
で
す
。
額

面
は
銀
十
五
匁
で

発
行
元
と
し
て
忍
会
計
局
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
会

計
局
は
明
治
2
年
（
１
８
６
９
）
9
月
の
藩
の
機
構

改
革
に
よ
り
勘
定
所
に
代
わ
っ
て
設
置
さ
れ
た
役
所

で
す
か
ら
、
こ
の
試
し
刷
り
に
よ
る
藩
札
発
行
は
そ

れ
以
降
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
他
に
も
銀
三
十

匁
と
金
一
分
・
同
一
朱
の
試
し
刷
り
も
あ
り
、
発
行

さ
れ
た
藩
札
の
実
物
に
は
銀
七
匁
五
分
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
藩
で
は
金
・
銀
と
も
に
複
数
の
藩
札
を
発
行

し
よ
う
と
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
実
際
の

藩
札
の
発
行
高
は
、
明
治
3
年
4
月
の
調
査
で
は

17
万
5
千
３
０
０
両
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
政
府
は
通
貨
の
混
乱
を
収
束
さ
せ
新
し
い
制
度
を

構
築
す
る
た
め
、
明
治
2
年
12
月
に
藩
札
の
増
刷
を

禁
止
し
ま
し
た
。
4
年
5
月
に
は
新
貨
条
例
が
制
定

さ
れ
、
両
か
ら
円
へ
の
切
り
替
え
が
始
ま
り
ま
し

た
。
忍
県
で
は
藩
札
と
金
札
の
引
き
換
え
の
た
め

2
万
5
千
両
を
借
り
入
れ
、
藩
札
１
２
５
両
に
つ

き
金
札
１
０
０
両
で
交
換
し
ま
し

た
。以
降
引
き
換
え
が
進
め
ら
れ
、

完
了
し
た
の
は
明
治
12
年
7
月
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
地
元
で
使
用
さ

れ
た
期
間
は
短
い
で
す
が
、
忍
藩

札
は
明
治
維
新
と
い
う
変
革
の
時

代
が
生
ん
だ
産
物
と
も
い
え
る
で

し
ょ
う
。
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今月の表紙

■ 

編
集
・
発
行
／
行
田
市
総
合
政
策
部
広
報
広
聴
課

 

〒
３
６
１
ー
８
６
０
１ 

行
田
市
本
丸
2
番
5
号

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

５
５
６
ー
１
１
１
１　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

５
５
０
ー
２
１
１
６

平
成
30
年
11
月
１
日 

発
行

■ 市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで。
■ 市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■ 市報をデイジー版に録音したものを希望者宅にお届けします。
 ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線318）まで
 ご連絡ください。

No.
869

環境にやさしい
植物油インキ

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

ホームページ http://www.city.gyoda.lg.jp 携帯サイト http://www.city.gyoda.lg.jp/mobile/index.html

歴
史
を
語
る
こ
の〝
い
っ
ぴ
ん
〞

 

〜
博
物
館
の
収
蔵
庫
か
ら
〜

32

行
田 

歴
史
系
譜
296

　水城公園東側園地に移築・改修・復原された市指定有形文
化財「旧忍町信用組合店舗」が、9月22日、「Vert Café（ヴェー

ル カフェ）」の愛称でオープンしました。
　カフェでは、行田の特産品を生かしたメニューの提供をはじめ、今後さまざ
まなイベントも予定。訪れた方々に大正ロマンの雰囲気を満喫していただくと
ともに、憩いの場や交流拠点として大いに活用されることが期待されます。

忍藩札の試し刷り

　郷土博物館で来館者に鎧
よろい

と兜
かぶと

の着付けをサポートし、戦国武将の気分を提供
しているのが「よろいを着ようボランティア」です。
　活動当初は、有志で市内の小学校を中心に回り、体験学習として甲冑や着物
の着付けを行っていた同会。行田市を訪れる観光客にも体験してもらおうと平
成11年に正式に発足し、現在は同館で毎年4・5月と10・11月に着付けを行っ
ています。
　子ども用と大人用の甲冑を部位ごとに説明したり、重い鎧の着用が難しい
小さな子どもにも興味を持ってもらえるよう、歴史をモチーフにしたイメージ
キャラクターをあしらった会員手作りの陣羽織を縫製したりと趣向を凝らして
います。初めは着用を恥ずかしがる子も、いざ身に付けると刀を差し、笑顔で
ポーズを決めて戦国武将になりきるそうです。
　「市外の方も会員として活動していますが、今後は市内在住の会員数をより増
やし、地域一丸となって発信していきたいですね」と語る代表の濵中紀子さん。
鎧の着付けという、他の町ではあまり見られないユニークな体験を通じて、行
田の魅力ある歴史を市内外の人々に向けて発信し続けてくれることでしょう。

【代表】濵中 紀子　【電話番号】554―5911 鎧の着付けは外国人にも好評

みんな　チカラの
～市民公益活動団体紹介～㉓

よろいを着よう
ボランティア
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